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はじめに

ここでは、このマニュアルの目的、構成、および関連製品とサービスに関する参考資料について説

明します。ここで説明する内容は、次のとおりです。

• マニュアルの変更履歴（p.vii）

• 目的（p.viii）

• 構成（p.viii）

• 関連資料（p.ix）

• マニュアルの入手方法、テクニカル サポート、およびセキュリティ ガイドライン（p.xii）

マニュアルの変更履歴

下記のマニュアルの変更履歴表は、OL-3528-05 バージョン以降、このマニュアルに加えられた技術
的な変更内容を記録したものです。

マニュアルのバージョン 日付 変更点

OL-3528-05 2007 年 4 月 Cisco 7201 ルータの情報を追加
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目的

このマニュアルでは、PA-MC-E3 Port Adapter（PA-MC-E3）（以後、PA-MC-E3）の取り付け方法お
よび設定方法について説明します。PA-MC-E3 は、次のプラットフォームで使用できます。

• Route Switch Module（RSM; ルート スイッチ モジュール）/Second-generation Versatile Interface
Processor（VIP2; 第 2 世代 Versatile Interface Processor）を搭載した Catalyst 5000 ファミリー ス
イッチ

• Catalyst 6000 ファミリー FlexWAN モジュールを搭載した Catalyst 6000 ファミリー スイッチ

• Cisco 7200 シリーズ ルータおよび Cisco 7200 VXR ルータ ― 2 スロットの Cisco 7202、4 スロッ
トの Cisco 7204、Cisco 7204VXR、6 スロットの Cisco 7206、および Cisco 7206VXR で構成

• Cisco uBR7200 シリーズ ユニバーサル ブロードバンド ルータ ― 3 スロットの Cisco uBR7223 お
よび 6 スロットの Cisco uBR7246 および Cisco uBR7246VXR で構成

• Cisco 7201 ルータ

• Cisco 7301 ルータ

• Cisco 7304 ルータに搭載の Cisco 7304 PCI ポート アダプタ キャリア カード

• 7000 シリーズ ルート スイッチ プロセッサ（RSP7000）および 7000 シリーズ シャーシ インター
フェイス（RSP7000CI）を搭載した、Cisco 7500 シリーズおよび Cisco 7000 シリーズ ルータの VIP

構成

このマニュアルの構成は、次のとおりです。

章 タイトル 説明

第 1 章 概要 PA-MC-E3 について概説し、LED 表示、ケーブル、およ
びレセプタクルについて説明します。

第 2 章 インストレーションの準備 安全に関する注意事項、必要な工具、取り付け前の準備

作業について説明します。

第 3 章 ポート アダプタの取り外し
および取り付け

サポート対象のプラットフォームにおける PA-MC-E3
Port Adapter の取り外しおよび取り付け手順について説
明します。

第 4 章 PA-MC-E3 の設定 PA-MC-E3 をサポート対象のプラットフォーム上で設定
する方法について説明します。
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関連資料

ご使用のルータまたはスイッチ、およびルータ /スイッチ上で稼働する Cisco IOS ソフトウェアは、
広範囲な機能をサポートしています。これらの機能の詳細については、以下の関連資料を参照して

ください。

• Cisco IOS ソフトウェア

コンフィギュレーション情報およびサポートの詳細については、一連の Cisco IOS ソフトウェ
ア コンフィギュレーション マニュアルのうち、ご使用のシスコ ハードウェア製品にインス
トールされているソフトウェアのリリースに対応した、コンフィギュレーション ガイドおよび
コマンド リファレンスを参照してください。

（注） Cisco IOS ソフトウェアのコンフィギュレーション マニュアル、およびハードウェアの
インストレーションおよびメンテナンスのマニュアルは、WWW 上の URL、
http://www.cisco.com、http://www-china.cisco.com、または http://www-europe.cisco.com か
ら入手することもできます。

• RSM/VIP2 を搭載した Catalyst 5000 ファミリー スイッチ

－ Cisco Catalyst 5000 シリーズ スイッチのマニュアルに簡単にアクセスするためのオンライ
ン ディレクトリの詳細は、次の URL の『Cisco Catalyst 5000 Series Switches Install and Upgrade
Guides』を参照してください。

http://www.cisco.com/en/US/products/hw/switches/ps679/prod_installation_guides_list.html
－ ハードウェア インストレーションおよびメンテナンスについては、次のマニュアルを参照
してください。

• 『Route Switch Module Catalyst VIP2-15 and VIP2-40 Installation and Configuration Note』
• 『Catalyst 5000 Series Route Switch Module Installation and Configuration Note』
• ご使用の Cisco Catalyst 5000 シリーズ スイッチのインストレーション コンフィギュ
レーション ガイドおよびクイック スタート

• FlexWAN モジュール搭載の Catalyst 6000 ファミリー スイッチ

－ Cisco Catalyst 6000 シリーズ スイッチのマニュアルに簡単にアクセスするためのオンライ
ン ディレクトリの詳細は、次の URL の『Cisco Catalyst 6500 Series Switches Documentation
Roadmaps』を参照してください。

http://www.cisco.com/en/US/products/hw/switches/ps708/products_documentation_roadmaps_list.
html

－ ハードウェア インストレーションおよびメンテナンスについては、次のマニュアルを参照
してください。

• 『Catalyst 6000 Family FlexWAN Module Installation and Configuration Note』
• ご使用の Catalyst 6000 ファミリー スイッチのハードウェアおよびソフトウェアのマ
ニュアル

• Cisco 7000 シリーズ ルータ

－ Cisco 7000 シリーズ ルータのマニュアルに簡単にアクセスするためのオンライン ディレ
クトリの詳細は、次の URL の『Cisco 7000 Series Routers Introduction』を参照してください。

http://www.cisco.com/en/US/products/hw/routers/ps332/tsd_products_support_eol_series_home.html
－ ハードウェア インストレーションおよびメンテナンスについては、次のマニュアルを参照
してください。

• ご使用のルータの『Cisco 7000 Hardware Installation and Maintenance』
• 『Second-Generation Versatile Interface Processor (VIP2) Installation and Configuration』 
• 『Fourth-Generation Versatile Interface Processor (VIP4) Installation and Configuration』
• 『Versatile Interface Processor (VIP6-80) Installation and Configuration Guide』

http://www.cisco.com
http://www-china.cisco.com
http://www-europe.cisco.com
http://www.cisco.com/en/US/products/hw/switches/ps679/prod_installation_guides_list.html
http://www.cisco.com/en/US/products/hw/switches/ps708/products_documentation_roadmaps_list.htm
http://www.cisco.com/en/US/products/hw/routers/ps332/tsd_products_support_eol_series_home.htm
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• Cisco 7200 シリーズ ルータ

－ Cisco 7200 シリーズ ルータのマニュアルに簡単にアクセスするためのオンライン ディレ
クトリの詳細は、次の URL の『Cisco 7200 Series Routers Documentation Roadmap』を参照し
てください。

http://www.cisco.com/en/US/products/hw/routers/ps341/products_documentation_roadmap09186a
00801c0915.html

－ ハードウェア インストレーションおよびコンフィギュレーション（Cisco AS5800 ユニバー
サル アクセス サーバに搭載のルータ シェルフとしての Cisco 7206 または Cisco 7206VXR
を含む）については、ご使用の Cisco 7200 シリーズ ルータのオンライン インストレーショ
ン コンフィギュレーション ガイドおよびクイック スタートを参照してください。

－ ポート アダプタのハードウェアおよびメモリ設定については、『Cisco 7200 Series Port 
Adapter Hardware Configuration Guidelines』を参照してください。

－ ネットワーク処理エンジンまたはネットワーク サービス エンジンについては、『Network
Processing Engine and Network Services Engine Installation and Configuration』を参照してくだ
さい。

• Cisco 7200 VXR ルータ

－ Cisco 7200 VXR ルータのマニュアルに簡単にアクセスするためのオンライン ディレクト
リの詳細は、次の URL の『Cisco 7200 Series Routers Documentation Roadmap』を参照してく
ださい。

http://www.cisco.com/en/US/products/hw/routers/ps341/products_documentation_roadmap09186a
00801c0915.html

－ ハードウェア インストレーションおよびメンテナンスについては、『Cisco 7200 VXR 
Installation and Configuration Guide』または『Cisco 7200 VXR Routers Quick Start Guide』を参
照してください。

• Cisco uBR7200 series ルータ

－ Cisco uBR7200 Universal Broadband ルータのマニュアルに簡単にアクセスするためのオン
ライン ディレクトリの詳細は、次の URL の『Cisco uBR7200 Universal Broadband Router
Documentation Roadmap』を参照してください。

http://www.cisco.com/en/US/products/hw/cable/ps2217/products_documentation_roadmap09186a0
0805e0d0c.html

• Cisco 7201 ルータ

－ Cisco 7201 ルータのマニュアルに簡単にアクセスするためのオンライン ディレクトリの詳
細は、次の URL の『Cisco 7201 Router Documentation Roadmap』を参照してください。

http://www.cisco.com/en/US/customer/products/hw/routers/ps341/products_documentation_roadm
ap09186a00807f635a.html

－ ハードウェア インストレーションおよびメンテナンスについては、『Cisco 7201 Installation
and Configuration Guide』または『Cisco 7201 Router Quick Start Guide』を参照してください。

• Cisco 7301 ルータ

－ Cisco 7301 ルータのマニュアルに簡単にアクセスするためのオンライン ディレクトリの詳
細は、次の URL の『Cisco 7301 Internet Router Documentation Roadmap』を参照してください。

http://www.cisco.com/en/US/products/hw/routers/ps352/products_documentation_roadmap09186a
00801c0f21.html

－ ハードウェア インストレーションおよびメンテナンスについては、『Cisco 7301 Installation
and Configuration Guide』または『Cisco 7301 Router Quick Start Guide』を参照してください。

• Cisco 7304 ルータに搭載の Cisco 7304 PCI ポート アダプタ キャリア カード

－ Cisco 7301 ルータの Cisco 7304 PCI ポート アダプタ キャリア カードのマニュアルに簡単に
アクセスするためのオンライン ディレクトリの詳細は、次の URL の『Cisco 7304 Router
Line Card, Carrier Card, Port Adapter, Modular Services Card, and Shared Port Adapter
Documentation Roadmap』を参照してください。

http://www.cisco.com/en/US/products/hw/routers/ps341/products_documentation_roadmap09186a00801c0915.html
http://www.cisco.com/en/US/products/hw/routers/ps341/products_documentation_roadmap09186a00801c0915.html
http://www.cisco.com/en/US/products/hw/cable/ps2217/products_documentation_roadmap09186a00805e0d0c.html
http://www.cisco.com/en/US/customer/products/hw/routers/ps341/products_documentation_roadmap09186a00807f635a.html
http://www.cisco.com/en/US/products/hw/routers/ps352/products_documentation_roadmap09186a00801c0f21.html
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http://www.cisco.com/en/US/products/hw/routers/ps352/products_documentation_roadmap09186a
00801c0f5e.html

－ ハードウェア インストレーションおよびメンテナンスについては、『Cisco 7304 PCI Port
Adapter Carrier Card Installation and Configuration Guide』を参照してください。

• Cisco 7500シリーズ ルータ

－ Cisco 7500 シリーズ ルータのマニュアルに簡単にアクセスするためのオンライン ディレ
クトリの詳細は、次の URL の『Cisco 7500 Series Routers Documentation Roadmap』を参照し
てください。

http://www.cisco.com/en/US/products/hw/routers/ps359/products_documentation_roadmap09186a
00801c0f9b.html

－ ハードウェア インストレーションおよびメンテナンスについては、次のマニュアルを参照
してください。

• 『Cisco 7500 Series Installation and Configuration Guide』またはご使用の Cisco 7500 シリー
ズ ルータのクイック スタート

• 『Second-Generation Versatile Interface Processor (VIP2) Installation and Configuration』 
• 『Fourth-Generation Versatile Interface Processor (VIP4) Installation and Configuration』
• 『Versatile Interface Processor (VIP6-80) Installation and Configuration Guide』

• WAN インターフェイス関連の国際適合規格、安全性、規制情報については、次のマニュアル
を参照してください。特定のルータのマニュアル ロードマップを使用して、ご使用のルータに
該当するマニュアルにリンクしてください。

－ 『Regulatory Compliance and Safety Information for the Catalyst 5000 Family Switches』

－ 『Regulatory Compliance and Safety Information for the Catalyst 6000 Family Switches』

－ 『Regulatory Compliance and Safety Information for the Cisco 7000 Series Routers』

－ 『Regulatory Compliance and Safety Information for the Cisco 7200 Series Routers』

－ 『Regulatory Compliance and Safety Information for the Cisco uBR7200 Series Universal Broadband
Routers』

－ 『Regulatory Compliance and Safety Information for the Cisco 7301 Internet Router』

－ 『Regulatory Compliance and Safety Information for the Cisco 7304 Internet Router』

－ 『Regulatory Compliance and Safety Information for the Cisco 7500 Series Routers』

http://www.cisco.com/en/US/products/hw/routers/ps352/products_documentation_roadmap09186a00801c0f5e.html
http://www.cisco.com/en/US/products/hw/routers/ps359/products_documentation_roadmap09186a00801c0f9b.html
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マニュアルの入手方法、テクニカル サポート、およびセキュリティ
ガイドライン

マニュアルの入手方法、テクニカル サポート、マニュアルに関するフィードバックの提供、セキュ
リティ ガイドライン、および推奨エイリアスとシスコのマニュアル全般に関する情報については、
次の URL で、毎月更新される『What’s New in Cisco Product Documentation』を参照してください。
『What's New in Cisco Product Documentation』には、新規および改訂版の技術マニュアルの一覧が示
されています。

http://www.cisco.com/en/US/docs/general/whatsnew/whatsnew.html

Japan TAC Web サイト
Japan TAC Web サイトでは、利用頻度の高い TAC Web サイト（http://www.cisco.com/tac）のドキュ
メントを日本語で提供しています。Japan TAC Web サイトには、次の URL からアクセスしてくだ
さい。

http://www.cisco.com/jp/go/tac

サポート契約を結んでいない方は、「ゲスト」としてご登録いただくだけで、Japan TAC Web サイ
トのドキュメントにアクセスできます。

Japan TAC Web サイトにアクセスするには、Cisco.com のログイン ID とパスワードが必要です。ロ
グイン ID とパスワードを取得していない場合は、次の URL にアクセスして登録手続きを行ってく
ださい。

http://www.cisco.com/jp/register/

http://www.cisco.com/en/US/docs/general/whatsnew/whatsnew.html
http://www.cisco.com/tac
http://www.cisco.com/jp/go/tac
http://www.cisco.com/jp/register/
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1
概要

この章では、PA-MC-E3 Multi-Channel E3 Port Adapter の概要を説明します。この章で説明する内容
は、次のとおりです。

• ポート アダプタの概要（p.1-2）

• コンフィギュレーション オプション（p.1-3）

• PA-MC-E3 の LED（p.1-5）

• ケーブル、コネクタ、およびピン配置（p.1-7）

• サポート対象プラットフォーム上でのポート アダプタのスロット位置（p.1-9）

• インターフェイス アドレスの識別（p.1-17）
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ポート アダプタの概要
PA-MC-E3 は、1 つのマルチチャネル E3、中速シリアル インターフェイスを提供します（図 1-1 を
参照）。

図 1-1 PA-MC-E3 Port Adapter ― 前面パネル

PA-MC-E3 Port Adapter の物理 E3 リンクは、2 つのメス BNC コネクタ（受信用 [RX] および送信用
[TX] に各 1 つ）で構成されます。PA-MC-E3 インターフェイスと外部 E3 機器との接続には、オス
BNC コネクタを装備した 75 Ω 同軸インターフェイス ケーブルを使用する必要があります（詳細
は、「ケーブル、コネクタ、およびピン配置」[p.1-7] を参照）。

PA-MC-E3 は、E3 信号ストリームを 4 つのマルチチャネル E2 データ チャネルに分割し、さらに 16
の E1 回線に分割します。E3 は、CCITT/ITU G.703 物理レイヤ標準に適合する設計になっています。
E3 は、E3（34.368 Mbps）データ レートでのサービスへのアクセスを提供して、データを双方向に
転送します（実際のデータ レートは、ご使用の E1 回線の設定によって異なります）。

PA-MC-E3 は、E3 に関する CCITT/ITU G.751、E2 に関する G.742 と、E1 障害およびアラーム検出
と応答処理に関する G.704/G.706 にも適合する設計になっています。逆多重化またはボンディング
と呼ばれる、複数の E1 回線の集束による高速化機能はハードウェアではサポートされていません
が、ユーザに同等の機能を提供する CEF および MLPPP などを Cisco IOS ソフトウェアでサポート
しています。

PA-MC-E3 では、障害およびアラーム検出に加えて、ステータス モニタおよび統計レポート用の
SNMP（簡易ネットワーク管理プロトコル）をサポートします（SNMP サポートには、E1 用の RFC
1406、および E3 用の RFC 1407 も含まれます）。E3 信号ストリームは、HDB3 回線符号を使用しま
す。E3 物理レイヤ アラームは、CCITT/ITU G.751 に応じて処理、および応答されます（これは、E1
回線でも同じです）。送信クロック ソースとしては、内部オシレータを設定することも、受信 E1 お
よび E3 信号から復元するように設定することもできます。

注意 クロック ソースの設定に関連してシステムに潜在的な問題が発生しないようにするために、「ソフ
トウェアおよびハードウェアの要件」（p.2-2）を参照することを強く推奨します。
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コンフィギュレーション オプション
16 の E1 回線（1 ～ 16）について、次の 4 種類のコンフィギュレーション オプションを設定できます。

• チャネライズド E1 ― 16 の E1 回線のうち任意の E1 回線を、チャネライズド E1 回線として設
定できます。ただし、論理チャネルの合計は最大 128 に限られます。これらの E1 回線のタイ
ムスロットを、いくつかの個別の論理チャネル グループにまとめ、各グループが異なるデータ
リンク レイヤ プロトコルによってカプセル化されたデータを伝送するようにします。タイム
スロット 16 をデータ チャネルとして設定できますが、通常このタイムスロットは、Common
Channel Signaling（CCS; 共通線信号方式）で使用されます（音声チャネル用 Channel Associated
Signaling［CAS; 個別線信号方式］ およびタイムスロット 16 での E1 Facilities Data Link［FDL;
ファシリティ データ リンク］ はサポートされません）。

各論理チャネル グループは、個別の 64 kbps タイムスロット、タイムスロット範囲、またはそ
の両方で構成されます。たとえば、1、9、12 ～ 14 を指定できます。各論理チャネル グループ
には、1 ～ 31 のタイムスロットを含められます。複数の論理チャネル グループで、同じタイ
ムスロットを使用することはできません。使用されないタイムスロットには、プログラム可能

なアイドルチャネル データを充填できます。

• PRI ISDN E1 ― E1 回線のうち任意の E1 回線を、PRI ISDN アプリケーションのサポート用に設
定できます。E1 回線に PRI グループを割り当てることができます。各 PRI グループには、1 ～
31 個のタイムスロットを含められます。30 個全部のタイムスロットを ISDN アプリケーション
用に割り当てる必要はありません。タイムスロット 16 は、CCS に使用します。使用されない
タイムスロットには、プログラム可能なアイドルチャネル データを充填できます。

• フラクショナル E1 ― 16 の E1 回線のうち任意の E1 回線を、フラクショナル E1 回線として設
定できます。各フラクショナル E1 回線は、CCITT/ITU G.704 および G.706 に規定される E1 フ
レームまたは E1 Cyclic Redundancy Check（CRC; 巡回冗長検査）マルチフレームにすることが
できます。フラクショナル E1 回線は E1 全帯域幅のサブセットであり、n× 64 kbps を使用し
ます（n は、1 ～ 31 のタイムスロットです）。

フラクショナル E1 回線には、1 つの論理チャネル グループ（1 つの 64 kbps タイムスロット、
またはタイムスロットの範囲）しか含められません。たとえば、タイムスロット 1、またはタ
イムスロット 15 ～ 23 を指定できます。使用されないタイムスロットには、プログラム可能な
アイドルチャネル データを充填できます。

（注） E1 回線に 1 つのチャネル グループしか割り当てない場合は、フラクショナル E1 回線です。
E1 回線に複数のチャネル グループを割り当てる場合は、チャネライズド E1 回線です。

• 非フレーム E1 ― 16 の E1 回線のうち任意の E1 回線を、非フレーム E1 データ回線として設定
できます。非フレーム E1 回線は、フレーミングによるオーバーヘッドがなく、タイムスロッ
トに分割されることもありません。

次にコンフィギュレーションの例を示します。

1. 最大 16 のチャネライズド E1 回線

2. 最大 16 の PRI ISDN E1 回線。すべての PRI が 30 の B チャネルをサポートするとは限りません。
詳細については、次の（注）を参照してください。

3. 最大 16 のフラクショナル E1 回線

4. 最大 16 の非フレーム E1 回線 

5. 上記 1 ～ 4 の組み合わせ
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（注） PRI ISDN コンフィギュレーションの場合、設定する E1 回線で PRI グループに割り当てる各タイム
スロット（タイムスロット範囲内の各タイムスロットも含む）は、使用できる 128 の論理チャネル
のうち 1 つを使用します。たとえば、PRI グループにタイムスロット範囲 1 ～ 31 を割り当てる場
合、31 の論理チャネルが使用されます（30 の B チャネル + D チャネル）。一方、PRI グループに 1
～ 15 しか割り当てない場合は、16 のタイムスロットしか使用されません。

チャネライズド、フラクショナル、および非フレーム コンフィギュレーションで、設定された各
チャネル グループ（個別のタイムスロット、タイムスロット範囲、またはその両方を含む可能性
がある）は、使用できる 128 の論理チャネルのうち 1 つしか使用しません。たとえば、タイムス
ロット 3 ～ 7 の範囲をチャネル グループに割り当てた場合、1 つの論理チャネルだけが使用されま
す。同様に、タイムスロット 3 だけをチャネル グループに割り当てた場合にも、1 つの論理チャネ
ルだけが使用されます。

ポート アダプタのチャネライズド E1 部分には、オンボードの E1 Bit Error Rate Test（BERT; ビット
エラー レート テスト）回路が含まれます。この回路によって、ポート アダプタ ソフトウェアは、
CCITT/ITU O.151、O.152、および O.153 による擬似ランダムおよび反復テスト パターンに準拠した
プログラム可能なパターンを送信および検出することができます。BERT 機能は、任意の E1 回線
に対して設定可能です（特定の BERT の設定については、「E1 回線での BERT の設定」[p.4-18] を
参照）。

（注） オンボードの E3 BERT は、サポートされていません。
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PA-MC-E3 の LED
PA-MC-E3 には、5 つのステータス LED および 1 つの ENABLE LED があります。図 1-2 を参照し
てください。

図 1-2 PA-MC-E3 の LED ― 水平方向の部分図

システムの初期設定が終了すると、グリーンの ENABLE LED が点灯し、ポート アダプタが動作可
能になったことを示します。

PA-MC-E3 が使用可能になるには、次の条件が満たされていなければなりません。

• PA-MC-E3 が次のいずれかに正しく接続され、電力が供給されている。

－ Cisco 7000 シリーズ ルータまたは Cisco 7500 シリーズ ルータに搭載の VIP マザーボード

－ Catalyst 6000 ファミリー スイッチに搭載の Catalyst 6000 ファミリー FlexWAN モジュール

－ Catalyst 5000 ファミリー スイッチに搭載の Catalyst RSM/VIP2 マザーボード

－ Cisco 7304 ルータに搭載の Cisco 7304 PCI ポート アダプタ キャリア カード

－ Cisco 7200 シリーズ ルータ、Cisco 7200 VXR ルータ、Cisco uBR7200 series ルータ、Cisco
7201 ルータ、または Cisco 7301 ルータのミッドプレーン

• PA-MC-E3 を搭載した VIP、Catalyst RSM/VIP2、Catalyst 6000 ファミリー FlexWAN モジュール、
Cisco 7304 PCI ポート アダプタ キャリア カード、または Cisco 7200 シリーズ ルータ、Cisco 7200
VXR ルータ、Cisco uBR7200 シリーズ ルータ、Cisco 7201 ルータ、または Cisco 7301 ルータに
搭載された PA-MC-E3 をバスが認識している。

上記のいずれかの条件が 1 つでも満たされていない場合、または他の理由で正しく初期設定できな
かった場合には、ENABLE LED は点灯しません。

表 1-1 に、LED のカラーおよび意味を示します。
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（注） LED で提供されるインターフェイス ステータス情報のほかに、ルータのコンソール ポートまたは
SNMP を通じて、詳細なインターフェイス ステータス情報を取得することもできます。

表 1-1 PA-MC-E3 の LED

LED のラベル カラー ステート 意味

ENABLED グリーン 点灯 ポート アダプタは動作可能です。

ALARM レッド 点灯 いずれかの設定済み E1 回線、または E3 リンクから、
アラーム条件を受信したことを表します。未設定の

E1 回線、または非フレーム E1 回線からのアラーム
は、対象外です。

アラームの種類としては、E1 Loss of Frame（LOF; フ
レーム損失）、E1 Alarm Indication Signal（AIS; アラー
ム表示信号）、E1 Remote Alarm Indication（RAI; リ
モート アラーム表示）信号、E3 Loss of Signal（LOS;
信号消失）、E3 AIS、および E3 RAI があります。

この LED は、ポート アダプタの初期設定時にも瞬
間的に点滅します。この点滅が通常よりも長く続く

場合には、ポート アダプタのブートが失敗したこと
を表します。

LOOP イエロー 点灯 E1 回線または E3 リンクがループバック ステートに
なっているため、通常のデータ トラフィック処理が
不可能であることを表します。

RAI イエロー 点灯 E3 リンクのリモート エンドでエラーが発生し、リ
モート エンドから RAI（E3 リンクの場合、別名
「ファーエンド アラーム」および「ディスタント ア
ラーム」）が送信されたことを表します（この LED
は、アラーム LED と連動します）。

AIS レッド 点灯 E3 リンクで AIS を受信したことを表します。AIS は、
フレーム化されていない、全桁 1 の信号です（この
LED は、アラーム LED と連動します）。

LOS レッド 点灯 LOS アラームが発生し、ポート アダプタの Line
Interface Unit（LIU）がこのアラームを検出したこと
を表します。この信号は、E3 回線での受信信号の損
失を表します（この LED は、アラーム LED と連動
します）。
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ケーブル、コネクタ、およびピン配置

PA-MC-E3 のインターフェイス コネクタは、同軸 BNC タイプであり、受信用（RX）および送信用
（TX）に各 1 つのコネクタおよびケーブルで構成されます。BNC コネクタは、PA-MC-E3 上のアナ
ログ物理インターフェイスである PA-MC-E3 LIU と連結するトランスフォーマです。

PA-MC-E3 の BNC コネクタのピン配置および信号は、次のとおりです。

• 送信（TX） ― 信号は中心コンタクト上で送信されます。外部シールドは、TX BNC コネクタに
接続する 75 Ω同軸ケーブルのアースです。

• 受信（RX） ― 信号は中心コンタクト上で受信されます。外部シールドは、RX BNC コネクタに
接続する 75 Ω同軸ケーブルのアースです。PA-MC-E3 には内部ストラッピング オプションが
含まれており、受信接続の外部シールドとアース間を分離する必要がある場合には、これを取

り外します。

注意 PA-MC-E3 と外部 E3 機器との接続に長いケーブルが必要な場合には、問題の発生を防ぐために、
75 Ω同軸ケーブルの仕様を確認する必要があります。最大ケーブル長を使用する場合、同軸ケー
ブルの損失は、17.184 MHz で 12 dB 未満でなければなりません。不平衡型 75 Ω同軸ケーブルの最
大長は、理想的には 1,300 フィート（396.2 m）です。

EMI（電磁波干渉）を軽減するために、各 75 Ω同軸ケーブルにフェライト スリーブ（別名コモン
モード チョーク）を取り付ける必要があります（シスコでは、PA-MC-E3 に接続する 2 本の 75 Ω
同軸ケーブルごとに 1 つずつ、合計 2 つのフェライト スリーブを PA-MC-E3 に付属しています）。

（注） フェライト スリーブは、各同軸ケーブルの PA-MC-E3 に近い方の端で、BNC コネクタにできるだ
け近い位置に取り付けます（図 1-3 を参照）。

注意 フェライト スリーブは、E3 を使用するシステムへの Electromagnetic Interference（EMI; 電磁干渉）
を防止し、システムを正常に動作させるために必要な部品です。

図 1-3 同軸ケーブルへのフェライト スリーブの取り付け

H
10

50
9  



第 1章      概要
ケーブル、コネクタ、およびピン配置

1-8
PA-MC-E3 Multi-Channel E3 Port Adapter インストレーション コンフィギュレーション ガイド

OL-3528-05-J

図 1-4 に、PA-MC-E3 とともに使用する、一般的な 75 Ω同軸ケーブル ペアを示します。PA-MC-E3
の接続には、このタイプの同軸ケーブル ペアだけを使用してください。PA-MC-E3 の各接続（RX
および TX）に、1 つの 75 ΩRG-59 同軸ケーブルを使用します。

図 1-4 フェライト スリーブを取り付けた 75 ΩRG-59 同軸ケーブル ペア

（注） 送信ケーブルおよび受信ケーブルは、図 1-4 に示すように、ケーブル長全体にわたって束ねておく
ことを強く推奨します。そうすることで、EMI の影響を低減できます。標準的な熱収縮チューブま
たはケーブル タイを使用してください。

フェライト ビードがすでに取り付けられている 75 Ω同軸ケーブル ペアをシスコに発注することも
できます（シスコ製品番号：CAB-ATM-DS3/E3 ― 図 1-5 を参照）。この 75 Ω同軸ケーブル ペアは、
他のケーブル ベンダーからは入手できません。

図 1-5 CAB-ATM-DS3/E3 ケーブル ― BNC コネクタ付き 75 ΩRG-59 同軸ケーブル
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サポート対象プラットフォーム上でのポート アダプタのスロット位置
ここでは、サポート対象プラットフォーム上でのポート アダプタのスロット位置について説明しま
す。各プラットフォームのスロット位置を図で示します。

• Catalyst RSM/VIP2 のスロット番号（p.1-9）

• Catalyst 6000 ファミリー FlexWAN モジュールのスロット番号（p.1-10）

• Cisco 7100 シリーズ ルータのスロット番号（p.1-11）

• Cisco 7200 シリーズ ルータおよび Cisco 7200 VXR ルータのスロット番号（p.1-11）

• Cisco uBR7200 シリーズ ルータのスロット番号（p.1-12）

• Cisco 7201 ルータのスロット番号（p.1-13）

• Cisco 7301 ルータのスロット番号（p.1-14）

• Cisco 7304 PCI ポート アダプタ キャリア カードのスロット番号（p.1-14）

• Cisco 7000 シリーズ ルータおよび Cisco 7500 シリーズ ルータの VIP スロット番号（p.1-15）

Catalyst RSM/VIP2 のスロット番号
Catalyst RSM/VIP2 は、Catalyst 5000 ファミリー スイッチの最上段のスロット（スーパバイザ エン
ジン モジュールを搭載）を除くスロットに搭載できます。Catalyst RSM/VIP2 はインターフェイス
プロセッサ スロット番号を使用しません。したがって、搭載されたスロットではスロット番号は記
載されていません。ポート アダプタは、Catalyst RSM/VIP2 のポート アダプタ スロット 0 または 1
のどちらかに搭載できます。図 1-6 は、2 つのポート アダプタを搭載した Catalyst RSM/VIP2 を示し
ています。

（注） Catalyst 5500 スイッチには、13 のスロットがあります。スロット 1 は、スーパバイザ エンジン モ
ジュール専用です。冗長スーパバイザ エンジン モジュールを使用する場合は、スロット 2 に取り
付けます。使用しない場合、スロット 2 は他のモジュールに使用できます。スロット 13 は、ATM
スイッチ プロセッサ モジュールの専用スロットです。Catalyst RSM/VIP2 のスロットに関するその
他の制約については、『Catalyst 5000 Series Route Switch Module Installation and Configuration Note』を
参照してください。

図 1-6 Catalyst RSM/VIP2 にポート アダプタを搭載した Catalyst 5000 ファミリー スイッチ
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Catalyst 6000 ファミリー FlexWAN モジュールのスロット番号
Catalyst 6000 ファミリー FlexWAN モジュールは、Catalyst 6000 ファミリー スイッチのスーパバイ
ザ エンジン専用のスロット 1 を除く任意のスロットに搭載できます。ポート アダプタは、FlexWAN
モジュール上のポート アダプタ ベイ 0 または 1 のどちらかに搭載できます。図 1-7 は、2 つのブラ
ンク ポート アダプタを搭載した FlexWAN モジュールを示しています。

（注） スロット 1 は、スーパバイザ エンジン専用です。冗長スーパバイザ エンジンを使用する場合は、
スロット 2 に取り付けます。使用しない場合、スロット 2 は、他のモジュールに使用できます。

図 1-7 FlexWAN モジュールにポート アダプタを搭載した Catalyst 6000 ファミリー スイッチ
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Cisco 7100 シリーズ ルータのスロット番号
Cisco 7120 シリーズ ルータのポート アダプタ スロット 3、および Cisco 7140 シリーズ ルータのポー
ト アダプタ スロット 4 に、ポート アダプタを搭載できます。図 1-8 は、Cisco 7120 シリーズ ルー
タのスロット番号を示しています。図 1-9 は、Cisco 7140 シリーズ ルータのスロット番号を示して
います。

図 1-8 Cisco 7120 シリーズ ルータのポート アダプタ スロット

図 1-9 Cisco 7140 シリーズ ルータのポート アダプタ スロット

Cisco 7200 シリーズ ルータおよび Cisco 7200 VXR ルータのスロット番号
Cisco 7202 ルータには、ポート アダプタ用スロットが 2 つあります。スロットは、左から右に番号
が付けられています。ポート アダプタは、どちらのスロット（スロット 1 またはスロット 2）にも
取り付けることができます。Cisco 7202 ルータの図はありません。

Cisco 7204 ルータおよび Cisco 7204VXR ルータには、ポート アダプタ用スロットが 4 つ、input/output
（I/O; 入力 /出力）コントローラ用スロットが 1 つあります。スロットは左下から右上に番号付けら
れ、スロット 1 からスロット 4 になります。ポート アダプタは、任意のスロット（スロット 1 ～
4）に取り付けることができます。スロット 0 は、常に I/O コントローラ専用です。Cisco 7204 ルー
タおよび Cisco 7204VXR の図はありません。

Cisco 7206 ルータおよび Cisco 7206VXR ルータ（Cisco AS5800 ユニバーサル アクセス サーバに搭
載のルータ シェルフとしての Cisco 7206 および Cisco 7206VXR ルータを含む）には、ポート アダ
プタ用スロットが 6 つ、I/O コントローラ用スロットが 1 つあります。スロットは左下から右上に
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番号が付けられ、スロット 1 からスロット 6 になります。ポート アダプタは、6 つのスロットのう
ち、任意のスロット（スロット 1 ～ 6）に取り付けることができます。スロット 0 は、常に I/O コ
ントローラ専用です。図 1-10 は、Cisco 7206 ルータのスロット番号を示しています。Cisco 7206VXR
ルータの図はありません。

図 1-10 Cisco 7206 ルータのポート アダプタ スロット

Cisco uBR7200 シリーズ ルータのスロット番号
Cisco uBR7223 ルータには、ポート アダプタ用スロットが 1 つあります（スロット 1）。スロット 0
が存在する場合、常に I/O コントローラ専用になります。Cisco uBR7223 ルータの図はありません。

Cisco uBR7246 ルータおよび Cisco uBR7246VXR ルータには、ポート アダプタ用スロットが 2 つが
あります（スロット 1 およびスロット 2）。スロット 0 が存在する場合、常に I/O コントローラ専用
になります。図 1-11 は、Cisco uBR7246 ルータまたは Cisco uBR7246VXR ルータのポート アダプタ
のスロット番号を示しています。
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図 1-11 Cisco uBR7246 および Cisco uBR7246VXR ルータのポート アダプタ スロット

Cisco 7201 ルータのスロット番号
図 1-12 に、ポート アダプタを搭載した Cisco 7201 ルータの前面図を示します。Cisco 7201 ルータ
には、ポート アダプタ用スロットが 1 つしかありません（スロット 1）。

図 1-12 Cisco 7201 ルータのポート アダプタ スロット
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Cisco 7301 ルータのスロット番号
図 1-13 に、ポート アダプタを搭載した Cisco 7301 ルータの前面図を示します。Cisco 7301 ルータ
には、ポート アダプタ用スロットが 1 つしかありません（スロット 1）。

図 1-13 Cisco 7301 ルータのポート アダプタ スロット

Cisco 7304 PCI ポート アダプタ キャリア カードのスロット番号
Cisco 7304 PCI ポート アダプタ キャリア カードは、Cisco 7304 ルータのモジュール スロット 2 ～ 5
に取り付けます。図 1-14 に、ポート アダプタを搭載した Cisco 7304 PCI ポート アダプタ キャリア
カードを示します。Cisco 7304 PCI ポート アダプタ キャリア カードには、シングル幅のポート ア
ダプタを 1 つ取り付けることができます。図 1-15 は、Cisco 7304 ルータのモジュール スロット番号
を示しています。ポート アダプタのスロット番号は、モジュールのスロット番号と同じです。ス
ロット 0 とスロット 1 は、NPE モジュールまたは NSE モジュール専用です。

図 1-14 Cisco 7304 PCI ポート アダプタ キャリア カード ― ポート アダプタを搭載
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図 1-15 Cisco 7304 ルータのモジュール スロット 

Cisco 7000 シリーズ ルータおよび Cisco 7500 シリーズ ルータの VIP スロット番号
ポート アダプタは、Cisco 7000 シリーズおよび Cisco 7500 シリーズ ルータで使用されている VIP
（Versatile Interface Processor）でサポートされています。Cisco 7010 ルータおよび Cisco 7505 ルータ
の場合、VIP スロットに VIP マザーボードを水平方向に搭載します。Cisco 7507 ルータおよび Cisco
7513 ルータの場合、VIP スロットに VIP マザーボードを垂直方向に搭載します。ポート アダプタ
は、VIP のどちらのベイにも搭載できます（ポート アダプタ スロット 0 または 1）。ベイは、VIP 上
で左から右に番号が付けられています。図 1-16 に、VIP 上のスロット番号を示します。

図 1-16 VIP のスロット番号
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Cisco 7010 ルータにはポート アダプタ用スロットが 3 つ、Route Switch Processor（RSP）用スロット
が 2 つあります。スロットは、下から上へ番号が付けられています。ポート アダプタは、任意の
VIP インターフェイス スロット（スロット 0 ～ 2）に取り付けることができます。スロット 3 およ
び 4 は、常に RSP 専用です。Cisco 7010 ルータの図はありません。

Cisco 7505 ルータには、ポート アダプタ用スロットが 4 つ、RSP 用スロットが 1 つあります。ス
ロットは、下から上へ番号が付けられています。ポート アダプタは、任意の VIP インターフェイ
ス スロット（スロット 0 ～ 3）に取り付けることができます。1 つのスロットは、常に RSP 専用で
す。図 1-17 は、Cisco 7505 ルータのスロット番号を示しています。

図 1-17 Cisco 7505 ルータの VIP スロット

Cisco 7507 ルータには、ポート アダプタ用スロットが 5 つ、RSP 用スロットが 2 つあります。ス
ロットは、左から右に番号が付けられています。ポート アダプタは、任意の VIP インターフェイ
ス スロット（スロット 0、1、4、5、または 6）に取り付けることができます。スロット 2 および 3
は、常に RSP 専用です。Cisco 7507 ルータの図はありません。

Cisco 7513 ルータには、ポート アダプタ用スロットが 11、RSP 用スロットが 2 つあります。スロッ
トは、左から右に番号が付けられています。ポート アダプタは、任意の VIP インターフェイス ス
ロット（スロット 0 ～ 5、またはスロット 9 ～ 12）に取り付けることができます。スロット 6 およ
び 7 は、常に RSP 専用です。Cisco 7513 ルータの図はありません。
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インターフェイス アドレスの識別
ここでは、サポート対象プラットフォームで PA-MC-E3 のインターフェイス アドレスを識別する方
法について説明します。インターフェイス アドレスで、ルータまたはスイッチ上の各インターフェ
イスの物理位置を指定します。

ルータに搭載された PA-MC-E3 のインターフェイスは、他のポート アダプタの取り付けまたは取り
外しに関係なく、常に同じアドレスを維持します。ただし、ポート アダプタを別のスロットに移し
た場合は、インターフェイス アドレスの最初の数値が新しいポート アダプタ スロット番号に変わ
ります。

VIP または FlexWAN モジュールに搭載された PA-MC-E3 のインターフェイスは、他のインターフェ
イス プロセッサまたはモジュールの取り付けまたは取り外しに関係なく、常に同じアドレスを維持
します。ただし、VIP または FlexWAN モジュールを別のスロットに移した場合は、インターフェ
イス プロセッサまたはモジュールのスロット番号が新しいインターフェイス プロセッサまたはモ
ジュールのスロット番号に変わります。

（注） インターフェイス ポートは、0 から始まり、左から右に向かって、順に番号が付けられています。

次のサブセクションでは、サポート対象のプラットフォームのインターフェイス アドレスの形式に
ついて説明します。

• Catalyst RSM/VIP2 のインターフェイス アドレス（p.1-19）

• Catalyst 6000 ファミリー FlexWAN モジュールのインターフェイス アドレス（p.1-19）

• Cisco 7200 シリーズ ルータおよび Cisco 7200 VXR ルータのインターフェイス アドレス（p.1-20）

• Cisco uBR7200 シリーズ ルータのインターフェイス アドレス（p.1-20）

• Cisco 7201 ルータのインターフェイス アドレス（p.1-20）

• Cisco 7301 ルータのインターフェイス アドレス（p.1-20）

• Cisco 7304 PCI ポート アダプタ キャリア カードのインターフェイス アドレス（p.1-21）

• Cisco 7000 シリーズ ルータおよび Cisco 7500 シリーズ ルータの VIP インターフェイス アドレ
ス（p.1-21）

表 1-2 に、サポート対象プラットフォームのインターフェイス アドレスの形式をまとめています。
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表 1-2 インターフェイス アドレスの識別

プラットフォーム インターフェイス アドレスの形式 番号 構文

Catalyst 5000 ファミリー 
スイッチに搭載の 
Catalyst RSM/VIP2

ポート アダプタ スロット番号 /
インターフェイス ポート番号

ポート アダプタ スロット ― 常に 0 または
1

インターフェイス ポート ― 0

0/0

Catalyst 6000 ファミリー 
スイッチに搭載の 
Catalyst 6000 ファミリー 
FlexWAN モジュール

モジュール スロット番号/ポート ア
ダプタ ベイ番号 /インターフェイス
ポート番号

モジュール スロット ― 21～ 13（スイッチ
のスロット数によって異なる）

ポート アダプタ ベイ ― 0 または 1

インターフェイス ポート ― 0

1. スロット 1 は、スーパバイザ エンジン専用です。冗長スーパバイザ エンジンを使用する場合は、スロット 2 に取り付けます。使用しない
場合、スロット 2 は他のモジュールに使用できます。

3/0/0

Cisco 7200 シリーズ ルータ
および Cisco 7200 VXR ルー
タ

ポート アダプタ スロット番号 /
インターフェイス ポート番号

ポート アダプタ スロット ― 1 ～ 6（ルー
タのスロット数によって異なる）2

インターフェイス ポート ― 0

2. ポート アダプタ スロット 0 は、I/O コントローラ（使用する場合）のファスト イーサネット ポート専用です。

1/0

Cisco uBR7223 ルータ ポート アダプタ スロット番号 /
インターフェイス ポート番号

ポート アダプタ スロット ― 常に 12

インターフェイス ポート ― 0

1/0

Cisco uBR7246 および 
Cisco uBR7246VXR ルータ

ポート アダプタ スロット番号 /
インターフェイス ポート番号

ポート アダプタ スロット ― 常に 1 または
22

インターフェイス ポート ― 0

1/0

Cisco 7201 ルータ ポート アダプタ スロット番号 /
インターフェイス ポート番号

ポート アダプタ スロット ― 常に 1

インターフェイス ポート ― 0

1/0

Cisco7301 ルータ ポート アダプタ スロット番号 /
インターフェイス ポート番号

ポート アダプタ スロット ― 常に 1

インターフェイス ポート ― 0

1/0

Cisco 7304 ルータに搭載の 
Cisco 7304 PCI ポート アダプ
タ キャリア カード

モジュール スロット番号 /インター
フェイス ポート番号

モジュール スロット ― 2 ～ 5

インターフェイス ポート ― 0

3/0

Cisco 7000 シリーズまたは 
Cisco 7500 シリーズ ルータ
に搭載の VIP

インターフェイス プロセッサ ス
ロット番号/ポート アダプタ スロッ
ト番号 /インターフェイス ポート番
号

インターフェイス プロセッサ スロット ―
0 ～ 12（ルータのスロット数によって異な
る）

ポート アダプタ スロット ― 0 または 1

インターフェイス ポート ― 0

3/1/0
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Catalyst RSM/VIP2 のインターフェイス アドレス
Catalyst 5000 ファミリー スイッチの場合、Catalyst RSM/VIP2 は、最上段のスロット（スーパバイザ
エンジン モジュールを搭載）を除く任意のスロットに搭載できます。Catalyst 5000 ファミリー ス
イッチの Catalyst RSM/VIP2 は、インターフェイス プロセッサ スロット番号を使用しません。した
がって、搭載されたスロットではスロット番号は記載されていません。ポート アダプタは、Catalyst
RSM/VIP2 のポート アダプタ スロット 0 またはスロット 1 のいずれかに搭載できます。図 1-6 を参
照してください。

インターフェイス アドレスは 2 つの番号からなり、形式は、ポート アダプタ スロット 番号 /イン
ターフェイス ポート番号です。表 1-2 を参照してください。たとえば、Catalyst 5000 ファミリー ス
イッチの Catalyst RSM/VIP2 のポート アダプタ スロット 1 にシングルポートの PA-MC-E3 を搭載し
た場合、インターフェイス アドレスは 1/0 になります。

Catalyst 6000 ファミリー FlexWAN モジュールのインターフェイス アドレス
Catalyst 6000 ファミリー スイッチの場合、Catalyst 6000 ファミリー FlexWAN モジュールをモジュー
ル スロットの 2 ～ 13 に搭載できます（ルータのスロット数によって異なる）。スロット 1 は、スー
パバイザ エンジン専用です。ポート アダプタは、FlexWAN モジュールのポート アダプタ ベイ 0 ま
たはベイ 1 に搭載できます。図 1-7 を参照してください。

インターフェイス アドレスは、3 つの番号からなり、形式は、モジュール番号 /ポート アダプタ ベ
イ番号 /インターフェイス ポート番号です。表 1-2 を参照してください。

最初の番号は、FlexWAN モジュールが搭載されているシャーシのモジュール スロットを示してい
ます（シャーシのスロット数に応じてスロット 2 ～ 3、6、9、または 13）。これらのモジュール ス
ロットは、通常、上から下へ、1 から番号が付けられています。

2 番めの番号は、ポート アダプタが搭載されている FlexWAN モジュールのベイ（0 または 1）を示
しています。FlexWAN モジュール上のベイは左から右に番号が付けられています。

3 番めの番号は、ポート アダプタの物理ポート番号を示しています。PA-MC-E3 ポート アダプタは
シングルポート ポート アダプタなので、ポートは常に 0 になります。

たとえば、FlexWAN モジュールをモジュール スロット 3 に挿入した場合、ポート アダプタのイン
ターフェイス アドレスは 3/0/0（モジュール スロット 3、ポート アダプタ ベイ 0、インターフェイ
ス 0）です。ポート アダプタを FlexWAN モジュールのポート アダプタ ベイ 1 に搭載した場合、こ
の同じインターフェイス アドレスが 3/1/0 と番号付けられます。ポート アダプタが取り付けられた
FlexWAN モジュールをモジュール スロット 3から取り外し、モジュール スロット 6 に取り付ける
場合、インターフェイス アドレスが 6/0/0 になります。

（注） FlexWAN モジュールの物理ポート アドレスは、従来から使用されている Catalyst 6000 ファミリー
の 1 ベースのポート アドレスではなく、ゼロ（0）ベースのポート アドレスです。
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Cisco 7200 シリーズ ルータおよび Cisco 7200 VXR ルータのインターフェイス アドレ
ス

Cisco 7200 シリーズ ルータおよび Cisco 7200 VXR ルータでは、ポート アダプタ スロットが左下か
ら右上に番号が付けられ、Cisco 7202 の場合はスロット 1 からスロット 2、Cisco 7204 および
Cisco 7204VXR の場合はスロット 1 からスロット 4、Cisco 7206 および Cisco 7206VXR の場合はス
ロット 1 からスロット 6 になります。ポート アダプタは、スロット 1 ～ 6 の任意のポート アダプ
タ スロットに搭載できます（ルータのスロット数によって異なる）（スロット 0 は、I/O コントロー
ラ専用です）。図 1-10 を参照してください。

インターフェイス アドレスは、2 つの番号からなり、形式は、ポート アダプタ スロット番号 /イン
ターフェイス ポート番号です。表 1-2 を参照してください。たとえば、Cisco 7200 シリーズ ルータ
のスロット 1 にシングルポート PA-MC-E3 を搭載した場合、インターフェイス アドレスは 1/0 にな
ります。スロット 4 にシングルポート PA-MC-E3 を搭載した場合、インターフェイス アドレスは
4/0 になります。

Cisco uBR7200 シリーズ ルータのインターフェイス アドレス
Cisco uBR7223 ルータの場合、ポート アダプタを取り付けることができるのは 1 つのスロットだけ
です（スロット 1）。

Cisco uBR7246 ルータおよび Cisco uBR7246VXR ルータでは、2 つのポート アダプタ スロットにポー
ト アダプタを搭載できます（スロット 1 およびスロット 2）。スロット 0 が存在する場合、常に I/O
コントローラ専用になります。図 1-11 を参照してください。

インターフェイス アドレスは、2 つの番号からなり、形式は、ポート アダプタ スロット番号 /イン
ターフェイス ポート番号です。表 1-2 を参照してください。たとえば、Cisco uBR7223 シリーズ ルー
タのスロット 1 にシングルポート ポート アダプタを搭載した場合、インターフェイス アドレスは
1/0 になります。Cisco uBR7246 または Cisco uBR7248VXR ルータのスロット 2 にシングルポート
ポート アダプタを搭載した場合、インターフェイス アドレスは 2/0 になります。

Cisco 7201 ルータのインターフェイス アドレス
Cisco 7201 ルータの場合、ポート アダプタを取り付けることができるのは 1 つのスロットだけです
（スロット 1）。図 1-12 を参照してください。

インターフェイス アドレスは、2 つの番号からなり、形式は、ポート アダプタ スロット番号 /イン
ターフェイス ポート番号です。表 1-2 を参照してください。たとえば、Cisco 7201 ルータにシング
ルポート PA-MC-E3 を搭載した場合、インターフェイス アドレスは 1/0 になります。

Cisco 7301 ルータのインターフェイス アドレス
Cisco 7301 ルータの場合、ポート アダプタを取り付けることができるのは 1 つのスロットだけです
（スロット 1）。図 1-13 を参照してください。

インターフェイス アドレスは、2 つの番号からなり、形式は、ポート アダプタ スロット番号 /イン
ターフェイス ポート番号です。表 1-2 を参照してください。たとえば、Cisco 7301 ルータにシング
ルポート PA-MC-E3 を搭載した場合、インターフェイス アドレスは 1/0 になります。
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Cisco 7304 PCI ポート アダプタ キャリア カードのインターフェイス アドレス
Cisco 7304 ルータでは、ポート アダプタは Cisco 7304 PCI ポート アダプタ キャリア カードに取り
付けられます。Cisco 7304 PCI ポート アダプタ キャリア カードは、Cisco 7304 ルータのモジュール
スロット 2 ～ 5 に取り付けます。ポート アダプタのスロット番号は、モジュールのスロット番号と
同じです。図 1-15 を参照してください。

インターフェイス アドレスは、2 つの番号からなり、形式は、モジュール スロット番号 /インター
フェイス ポート番号です。表 1-2 を参照してください。たとえば、Cisco 7304 ルータのモジュール
スロット 3 の Cisco 7304 PCI ポート アダプタ キャリア カードにシングルポート PA-MC-E3 を搭載
した場合、インターフェイス アドレスは 3/0 になります。

Cisco 7000 シリーズ ルータおよび Cisco 7500 シリーズ ルータの VIP インターフェイ
ス アドレス

Cisco 7000 シリーズ ルータおよび Cisco 7500 シリーズ ルータの場合、ポート アダプタは VIP に取
り付けられます。VIP はインターフェイス プロセッサ スロット 0 ～ 12 に取り付けます（ルータの
スロット数によって異なる）。ポート アダプタは、VIP のどちらのベイにも搭載できます（ポート
アダプタ スロット 0 または 1）。図 1-16 および図 1-17 を参照してください。

VIP のインターフェイス アドレスは、3 つの番号からなり、形式は、インターフェイス プロセッサ
スロット番号 /ポート アダプタ スロット番号 /インターフェイス ポート番号です。表 1-2 を参照し
てください。

最初の番号は、VIP が搭載されているスロットを示しています（スロット 0 ～ 12、ルータのスロッ
ト数によって異なる）。

2 番めの番号は、ポート アダプタが搭載された VIP のベイ（ポート アダプタ スロット）を示して
います。ベイは、VIP 上で左から右に番号が付けられています。

3 番めの番号は、ポート アダプタの物理ポート番号（インターフェイス ポート番号）を示していま
す。ポート番号は常に 0 から始まり、左から右に番号が付けられています。追加のポート数は、ポー
ト アダプタ上のポート数によって異なります。PA-MC-E3 ポート アダプタはシングルポート ポー
ト アダプタなので、ポートは常に 0 になります。

たとえば、インターフェイス プロセッサ スロット 3、ポート アダプタ スロット 1 の VIP にシング
ルポート PA-MC-E3 を搭載した場合、インターフェイス アドレスは 3/1/0 になります。VIP のポー
ト アダプタ スロット 0 に PA-MC-E3 を搭載した場合、同じインターフェイス アドレスは 3/0/0 に
なります。

（注） 7 スロット Cisco 7507 および 13 スロット Cisco 7513 シャーシのプロセッサ スロットでは垂直方向
ですが、5 スロット Cisco 7010 および Cisco 7505 シャーシでは水平方向です。スロットおよびポー
ト番号の付け方は、すべての Cisco 7500 シリーズ ルータで共通です。
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2
インストレーションの準備

この章では、PA-MC-E3 のインストレーション作業に必要な工具、安全上の注意事項、および設置
環境の準備について説明します。

• 必要な工具および機器（p.2-1）

• ソフトウェアおよびハードウェアの要件（p.2-2）

• ハードウェアおよびソフトウェアの互換性の確認（p.2-3）

• 安全に関する注意事項（p.2-5）

必要な工具および機器

PA-MC-E3 を取り付けるには、次の工具および機器が必要です。追加の機器が必要な場合には、製
品を購入された代理店に発注方法をお問合せください。

• PA-MC-E3

• Catalyst RSM/VIP2（Catalyst 5000 ファミリー スイッチに搭載する場合）。PA-MC-E3 をサポート
する VIP モデルについては、「ソフトウェアおよびハードウェアの要件」（p.2-2）を参照してく
ださい。

• Catalyst 6000 ファミリー FlexWAN モジュール（Catalyst 6000 ファミリー スイッチに搭載する場
合）

• 少なくとも 1 つのインターフェイス プロセッサ スロットが空いている VIP（Cisco 7000 シリー
ズまたは Cisco 7500 シリーズ シャーシに搭載する場合のみ）、または RSP7000 および
RSP7000CI を搭載した Cisco 7000 シリーズ ルータ。PA-MC-E3 をサポートする VIP モデルにつ
いては、「ソフトウェアおよびハードウェアの要件」（p.2-2）を参照してください。

• Cisco 7304 PCI ポート アダプタ キャリア カード（Cisco 7304 ルータに搭載する場合）

• E3 接続に使用できる、BNC コネクタ付き 75 Ω同軸ケーブル（詳細は、「ケーブル、コネクタ、
およびピン配置」[p.1-7] を参照）。

• No.1 プラス ドライバおよび 3/16 インチ マイナス ドライバ（VIP に搭載する場合のみ）

• No.2 プラス ドライバ

• すべてのアップグレード キット、Field-Replaceable Unit（FRU; 現場交換可能ユニット）、スペ
アに付属の使い捨て静電気防止用リスト ストラップ、または任意の静電気防止用器具

• 静電気防止用マット

• 静電気防止用容器
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ソフトウェアおよびハードウェアの要件

表 2-1 に、サポート対象ルータ プラットフォームにおいて、PA-MC-E3 を使用するために最低限必
要な Cisco IOS ソフトウェア リリースを示します。

（注） PA-MC-E3 のソフトウェア機能と使用できるコマンド、およびそれらがサポートされる Cisco IOS
リリースについては、使用する Cisco IOS リリースのリリース ノートを参照してください。

表 2-1 PA-MC-E3 のソフトウェア要件

ルータ プラットフォーム 推奨する最小限の Cisco IOS リリース

Catalyst 5000 ファミリー スイッチ

• Catalyst RSM/VIP2-40(=) を搭載 Cisco IOS Release 11.1(18)CC 以降の Cisco IOS Release 11.1CC リリース

Catalyst 6000 ファミリー FlexWAN モジュール
を搭載した Catalyst 6000 ファミリー スイッチ

• Catalyst 6000 ファミリー MSFC1

1. MSFC = Multilayer Switch Feature Card：マルチレイヤ スイッチ フィーチャ カード

Cisco IOS Release 12.1(1)E 以降の Cisco IOS Release 12.1E リリース

• スーパバイザ エンジン ソフトウェア Catalyst 6000 ファミリー スーパバイザ エンジン ソフトウェアのリリー
ス 5.4(1)CSX 以降のリリース

Cisco 7200 シリーズ および Cisco 7200 VXR 
ルータ

• Cisco 7204VXR および Cisco 7206VXR Cisco IOS Release 12.0(2)XE2 以降の Cisco IOS Release 12.0XE リリース
Cisco IOS Release 12.0(3)T 以降の Cisco IOS Release 12.0T リリース
Cisco IOS Release 12.2(4)B 以降の Cisco IOS Release 12.2B リリース

• Cisco 7204 および Cisco 7206 Cisco IOS Release 11.1(22)CC 以降の Cisco IOS Release 11.1CC リリース
Cisco IOS Release 12.2(4)B 以降の Cisco IOS Release 12.2B リリース

• Cisco 7202 Cisco IOS Release 11.1(19)CC1 以降の Cisco IOS Release 11.1CC リリース
Cisco IOS Release 11.3(4)AA 以降の Cisco IOS Release 11.3AA リリース
Cisco IOS Release 12.2(4)B 以降の Cisco IOS Release 12.2B リリース

Cisco uBR7200 シリーズ ルータ

• Cisco uBR7246 および Cisco uBR7223 Cisco IOS Release 12.0(3)T 以降の Cisco IOS Release 12.0T リリース

Cisco 7201 ルータ

Cisco IOS Release 12.4(4)XD7 以降の Cisco IOS Release 12.4XD リリース
Cisco IOS Release 12.2(31)SB4 以降の Cisco IOS Release 12.2SB リリース

Cisco 7301 ルータ

Cisco IOS Release 12.2(11)YZ 以降の Cisco IOS Release 12.2YZ リリース

Cisco 7304 ルータ

• Cisco 7304 PCI ポート アダプタ キャリア
カードを搭載

Cisco IOS Release 12.2(14)SZ 以降の Cisco IOS Release 12.2 SZ リリース

VIP を搭載した Cisco 7000 シリーズ ルータ
および Cisco 7500 シリーズ ルータ

Cisco IOS Release 11.1(18)CC 以降の Cisco IOS Release 11.1CC リリース

Cisco IOS Release 12.0(10)S 以降の Cisco IOS Release 12.0S リリース
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ハードウェアおよびソフトウェアの互換性の確認

ご使用のルータに搭載されているハードウェアで、Cisco IOS ソフトウェアの最低限のソフトウェ
ア要件を確認するために、シスコでは Cisco.com 上に Software Advisor ツールを提供しています。こ
のツールは、システム内のモジュールの互換性を確認するものではなく、各ハードウェア モジュー
ルまたはコンポーネントで必要な最低限の IOS を確認できます。

（注） このツールへのアクセスは、Cisco.com のログイン アカウントを持つユーザに限定されます。

Software Advisor にアクセスするには、Cisco.com で Log In をクリックして、Support > Tools and
Resources に進みます。ブラウザで直接
http://www.cisco.com/en/US/support/tsd_most_requested_tools.html を指定して、このツールにアクセス
することもできます。

製品ファミリーを選択、または特定の製品番号を入力して、ご使用のハードウェアでサポート対象

の最低限必要なソフトウェア リリースを検索します。

注意 VIP を使用するには、ホストの Cisco 7000 シリーズ ルータに RSP7000 および RSP7000CI が搭載さ
れている必要があります。VIP は、ホストの Cisco 7000 シリーズ ルータに Route Processor（RP; ルー
ト プロセッサ）、Switch Processor（SP; スイッチ プロセッサ）、または Silicon Switch Processor（SSP）
が搭載されている場合には、正常に動作しません。

（注） VIP、Catalyst RSM/VIP2、および Cisco 7304 PCI ポート アダプタ キャリア カードは、活性挿抜
（online insertion and removal; OIR）対応ですが、これらに搭載される個々のポート アダプタは活性
挿抜対応ではありません。ポート アダプタを交換する場合、先に VIP、Catalyst RSM/VIP2、または
Cisco 7304 PCI ポート アダプタ キャリア カードをシャーシから取り外し、そのあとで必要に応じ
てポート アダプタを交換する必要があります。ポート アダプタにはハンドルがありますが、ポー
ト アダプタ前面プレートの細部を示すために、このマニュアルの図ではハンドルを省略している
場合があります。

Cisco 7200 シリーズ ルータ、Cisco 7201 ルータ、および Cisco 7301 ルータは、PA-MC-E3 の活性挿
抜をサポートしています。

Cisco 7200 シリーズ ルータまたは Cisco uBR7200 シリーズ ルータで使用する場合、PA-MC-E3 Port
Adapter は NPE-100 をサポートしません。

Cisco 7200 シリーズ ルータでのポート アダプタのハードウェアおよびメモリ設定に関する注意事
項ついては、次の URL の『Cisco 7200 Series Port Adapter Hardware Configuration Guidelines』を参照
してください。

http://www.cisco.com/en/US/products/hw/modules/ps2033/products_configuration_guide_book09186a0080
1056ef.html

http://www.cisco.com/en/US/products/hw/modules/ps2033/products_configuration_guide_book09186a00801056ef.html
http://www.cisco.com/en/US/support/tsd_most_requested_tools.html
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注意 PA-MC-E3 の E1 回線が無効な E1 フレーミング パターンの送信を開始し、その結果、遠端で Loss
Of Frame（LOF; フレーム損失）が発生する可能性があることが判明しています。E1 回線のクロッ
ク ソースを変更したあと、または PAMC-E3 が E3 Alarm Indication Signal（AIS; アラーム表示信号）
を受信したあと、この現象が起こることがあります。これらのイベント後にこの現象が発生する可

能性は、ごくわずかです。

この問題に影響される PA-MC-E3 のバージョンは、最初にリリースしたバージョン（Hardware
Version 3.1.0）だけであり、Hardware Version 3.1.1 では、この問題を解決する予定です。搭載済みの
PA-MC-E3 のハードウェア リビジョンを判別するには、show controllers e3 コマンドを発行し、次
の行をチェックしてください。

   CE3 H/W Version : 3.1.0

PA-MC-E3 と遠端の間の外部ネットワークに、原因と考えられる他の障害がないにもかかわらず、
E1 回線が遠端からの Receive Alarm Indication（RAI）を頻繁に受信することが、この問題の兆候で
す。この状況から回復するには、影響のあった E1 回線を手動でシャットダウンし、すぐに再起動
する必要があります。それには、次のコマンドを（続けて）実行します。これらのコマンドは、E3
コントローラ コンフィギュレーション モードで使用できます。

e1 e1-line-number shutdown
no e1 e1-line-number shutdown

次に、VIP2 のインターフェイス プロセッサ スロット 2 に搭載した PA-MC-E3 の E1 回線 5 に対し
て、この shutdown/no-shutdown 操作を実行する例を示します。

 Router# config t
 Enter configuration commands, one per line. End with CNTL/Z.
Router(config)# controller e3 2/0/0
Router(config-controller)# e1 5 ?

   bert           Start BERT test
   channel-group  Specify the timeslots to channel-group mapping for an E1
                  interface
   clock          Specify the clock source for an E1
   framing        Specify the type of Framing on an E1 line
   loopback       Put an E1 line into loopback
   national       Specify the National Reserved bits for an E1
   pri-group      Configure the specified timeslots for PRI
   shutdown       Shut down an E1 interface
   unframed       Unframed E1
Router(config-controller)# e1 5 shut
Router(config-controller)# no e1 5 shut

上記の操作を実行しても問題が解決されない場合は、同じ操作を再度繰り返し、LOF 状態から回復
してください。

（注） Bit Error Rate Test（BERT; ビット エラー レート テスト）またはループバックの実行中には、E1 回
線の shutdown コマンドは受け付けられません。先にこれらの機能を停止する必要があります。ま
た、E1 回線をシャットダウンしているときは、BERT またはループバックを開始できません。

http://www.cisco.com/en/US/products/hw/modules/ps2033/products_configuration_guide_book09186a00801056ef.html
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安全に関する注意事項

ここでは、電気機器または電話回線を取り扱う際に従うべき安全上の注意事項を示します。

警告 安全上の重要事項

「危険」の意味です。人身事故を予防するための注意事項が記述されています。機器の取り扱い作

業を行うときは、電気回路の危険性に注意し、一般的な事故防止対策に留意してください。

注：これらの注意事項を保存しておいてください。

注：このマニュアルは、製品に付属のインストレーション ガイドと併せて利用してください。詳
細については、インストレーション ガイド、コンフィギュレーション ガイド、またはその他の添
付資料を参照してください。

電気製品の取り扱いに関する注意事項

電気機器を取り扱う際には、次の基本的な注意事項に従ってください。

• シャーシ内部の作業を行う前に、室内の緊急電源遮断スイッチがどこにあるかを確認しておき

ます。

• シャーシを動かす前に、すべての電源コードおよび外付けケーブルを外してください。

• 危険を伴う作業は一人では行わないでください。回路の電源が切断されていると思い込まない

で、必ず確認してください。

• 人身事故や装置障害を引き起こす可能性のある作業は行わないでください。床が濡れていない

か、アースされていない電源延長コードや保護アースの不備などがないかどうか、作業場所の

安全を十分に確認してください。

電話回線の取扱いに関する注意事項

電話回線または他のネットワーク配線に接続されている機器を取り扱う際には、次の注意事項に

従ってください。

• 雷が発生しているときには、電話線の接続を行わないでください。

• 防水設計されていない電話ジャックは、湿気の多い場所に取り付けないでください。

• 電話回線がネットワーク インターフェイスから切り離されている場合以外、絶縁されていない
電話ケーブルや端子には、触れないでください。

• 電話回線の設置または変更は、十分注意して行ってください。

静電破壊の防止

ESD により、装置や電子回路が損傷を受けることがあります（静電破壊）。静電破壊は電子部品の
取り扱いが不適切な場合に発生し、故障または間欠的な障害をもたらします。ポート アダプタおよ
びプロセッサ モジュールの金属フレーム内にはプリント基板が組み込まれています。EMI（電磁波
干渉）シールドおよびコネクタは、フレームを構成する部品です。ボードは金属フレームによって

ESD から保護されていますが、ボードを取り扱う際は、必ず静電気防止用リスト ストラップを着
用してください。

静電破壊を防ぐために、次の注意事項に従ってください。

• 静電気防止用リスト /アンクル ストラップを肌に密着させて着用してください。
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• シャーシ フレームの塗装されていない面にストラップのクリップを取り付けてください。

• コンポーネントを取り付ける際は、使用可能なイジェクト レバーまたは非脱落型ネジがあれ
ば、これらを使用して、バス コネクタをバックプレーンまたはミッドプレーンに適切に固定し
てください。イジェクト レバーや非脱落型ネジは、ボードの脱落を防ぐだけでなく、システム
に適切なアースを提供し、バス コネクタを確実に固定させるために必要です。

• コンポーネントを取り外す際は、使用可能なイジェクト レバーまたは非脱落型ネジがあれば、
これらを使用して、バックプレーンまたはミッドプレーンからバス コネクタを取り外してくだ
さい。

• フレームを取り扱う際は、ハンドルまたはエッジ部分だけを持ち、プリント基板またはコネク

タには触れないでください。

• 取り外したコンポーネントはボード面を上向きにして、静電気防止用シートに置くか、静電気

防止用コンテナに保管します。コンポーネントを返却する場合には、取り外したボードをすぐ

に静電気防止用コンテナに入れてください。

• プリント基板に衣服が接触しないように注意してください。リスト ストラップは体内の静電気
からコンポーネントを保護するだけです。衣服の静電気によって静電破壊が生じることがあり

ます。

• プリント基板は、金属フレームから取り外さないでください。

注意 安全のために、静電気防止用ストラップの抵抗値を定期的にチェックしてください。抵抗値は 1 ～
10 MΩでなければなりません。
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3
ポート アダプタの取り外しおよび取り
付け

この章では、サポートされるプラットフォームから PA-MC-E3 Port Adapter を取り外す手順、およ
び新規または交換用ポート アダプタを取り付ける手順について説明します。この章で説明する内容
は、次のとおりです。

• ポート アダプタの取り扱い（p.3-2）

• 活性挿抜（p.3-3）

• 警告および注意事項（p.3-5）

• ポート アダプタの取り外しおよび取り付け手順（p.3-6）

• PA-MC-E3 インターフェイス ケーブルの接続（p.3-17）



第 3章      ポート アダプタの取り外しおよび取り付け
ポート アダプタの取り扱い

3-2
PA-MC-E3 Multi-Channel E3 Port Adapter インストレーション コンフィギュレーション ガイド

OL-3528-05-J

ポート アダプタの取り扱い
各ポート アダプタの金属フレームには、ESD（静電気放電）破壊を受けやすいプリント基板が組み
込まれています。

（注） ポート アダプタ スロットを使用しない場合、ルータまたはスイッチを EMI（電磁波干渉）規格に
適合させ、ポート アダプタ周辺のエア フローが適切になるように、空スロットにブランク ポート
アダプタを取り付けておく必要があります。したがって、未使用スロットに新しいポート アダプ
タを取り付ける場合、最初にブランク ポート アダプタを取り外す必要があります。

注意 ルータの電源をオフにした場合は、最低 30 秒経過してから、再度電源をオンにしてください。

注意 ポート アダプタを取り扱う際は、常にフレームのエッジおよびハンドル部分だけを持ってくださ
い。ポート アダプタのコンポーネントまたはコネクタ ピンには絶対に触れないでください（図 3-1
を参照）。

図 3-1 ポート アダプタの取り扱い

H
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活性挿抜

一部のプラットフォームでは、ポート アダプタの活性挿抜（online insertion and removal; OIR）がサ
ポートされています。したがって、Cisco 7200 シリーズ ルータ、Cisco 7200 VXR ルータ、
Cisco uBR7200 シリーズ ルータ、Cisco 7201 ルータ、または Cisco 7301 ルータでは、PA-MC-E3 の
取り外しおよび取り付け時に、ルータの電源を切る必要はありません。

Catalyst RSM/VIP2、Catalyst 6000 ファミリー FlexWAN モジュール、Cisco 7304 PCI ポート アダプタ
キャリア カード、および VIP は、活性挿抜対応ですが、個々のポート アダプタは活性挿抜対応で
はありません。Catalyst 5000 スイッチ、Catalyst 6000 スイッチ、Cisco 7304 ルータ、および Cisco 7000
シリーズ ルータ、および Cisco 7500 シリーズ ルータのポート アダプタを交換する場合、先に
Catalyst RSM/VIP2、Catalyst 6000 ファミリー FlexWAN モジュール、Cisco 7304 PCI ポート アダプタ
キャリア カード、または VIP をシャーシから取り出し、そのあとで必要に応じてポートの設置ま
たは交換を行います。新しいポート アダプタを取り付ける Catalyst RSM/VIP2、Catalyst 6000 ファミ
リー FlexWAN モジュール、Cisco 7304 PCI ポート アダプタ キャリア カード、または VIP にブラン
ク ポート アダプタが取り付けられている場合は、先に Catalyst RSM/VIP2、Catalyst 6000 ファミリー
FlexWAN モジュール、Cisco 7304 PCI ポート アダプタ キャリア カード、または VIP をシャーシか
ら取り外し、そのあとでブランク ポート アダプタを取り外してください。

注意 システムの問題を防ぐために、システムの動作中に Catalyst RSM/VIP2、Catalyst 6000 ファミリー
FlexWAN モジュール、Cisco 7304 PCI ポート アダプタ キャリア カード、および VIP からポート ア
ダプタを取り外したり、マザーボードに他のポート アダプタを取り付けたりしないでください。
ポート アダプタの設置または交換を行う場合は、先に Catalyst RSM/VIP2、Catalyst 6000 ファミリー
FlexWAN モジュール、Cisco 7304 PCI ポート アダプタ キャリア カード、または VIP をインター
フェイス プロセッサ スロットから取り外します。

アクティブなトラフィックが通過しているポート アダプタを取り外す前に、システムをシャットダ
ウンすることを推奨します。トラフィックがポートを通過中にポート アダプタを取り外すと、シス
テム破壊が生じる可能性があります。ポート アダプタを取り付けると、ポートを稼働状態に戻すこ
とができます。

（注） ルータまたはスイッチからポート アダプタを取り外すと、活性挿抜機能により、ポート アダプタ
のすべてのアクティブ インターフェイスが管理上のシャットダウンに切り替えられます。

活性挿抜機能により、ルータの稼働中にポート アダプタの取り付けおよび取り外しを行うことがで
きます。ソフトウェアに通知したり、システムの電源をシャットダウンする必要はありません。た

だし、取り外し中のポート アダプタには、トラフィックが通過しないようにしてください。活性挿
抜は、ネットワーク上のエンド ユーザに影響を与えず、すべてのルーティング情報を維持しなが
ら、セッションを中断させることもない方法です。

次に、活性挿抜の予備知識のみを説明します。サポート対象プラットフォームにおける、ポート ア
ダプタの取り付けおよび取り外しに関する個々の手順については、「ポート アダプタの取り外しお
よび取り付け手順」（p.3-6）を参照してください。

各ポート アダプタには、ルータ接続用のバス コネクタがあります。コネクタには、3 種類の長さの
階層状のピンのセットがあり、ポート アダプタに接触すると、システムに特有の信号を送信しま
す。システムでは、受信信号およびその受信順序を評価して、ポート アダプタがシステムから取り
外されたか、または取り付けられたかを判断します。システムは、これらの信号から、新しいイン

ターフェイスを再度初期化するか、または取り外されたインターフェイスをシャットダウンするか

を判断します。
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具体的には、ポート アダプタが取り付けられると、一番長いピンが最初にポート アダプタに接触
して、一番短いピンが最後に接触します。システムは、信号およびその受信順序を認識します。

ポート アダプタを取り外すまたは取り付ける場合、ピンが信号を送信して、システムの変更を通知
します。すると、ルータは次の手順を実行します。

1. システムを迅速にスキャンして、設定変更を確認します。

2. 新しく取り付けられたポート アダプタを初期化するか、または空のインターフェイスを管理上
でシャットダウンします。

3. 以前設定されていたポート アダプタ上のインターフェイスをすべて、以前取り付けられた状態
に戻します。新しく取り付けられたインターフェイスは、起動時に（設定はされていなくとも）

存在していたものとみなされ、管理上のシャットダウン状態にされます。同様なタイプのポー

ト アダプタをスロットに再度取り付けると、そのポートは設定され、最大で、以前取り付けら
れていたそのタイプのポート アダプタのポート数だけオンラインになります。

（注） インストレーションを開始する前に、第 2章「インストレーションの準備」を参照し、必要な部品
および工具を確認してください。
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警告および注意事項

ポート アダプタの取り付けまたは取り外しを行う際は、次の警告および注意に従ってください。

注意 必要なすべてのケーブルを接続するまでは、ポート アダプタをスロット内に完全に挿入しないで
ください。さもないと、ルータまたはスイッチの正常な動作が妨げられます。

（注） ポート アダプタ レバーまたは他の固定機構をロックの位置に移動できない場合、ポート アダプタ
がミッドプレーンに完全に装着されていません。ポート アダプタをスロットから半分ほど注意深
く引き抜き、再び挿入してから、ポート アダプタのレバー（または他の機構）をロックの位置に
移動してください。

注意 フレームをポート アダプタ スロットの上下のエッジに引っ掛けないように、また、ポート アダプ
タ背面のエッジ コネクタがポート アダプタ スロット奧のコネクタと適正にかみ合うように、「ポー
ト アダプタの取り外しおよび取り付け手順」（p.3-6）に示す拡大図を参照して、フレームを正しい
位置に取り付けてください。

警告 次の手順を実行するときは、カードの静電破壊を防ぐため、必ず静電気防止用リスト ストラップ
を着用してください。プラットフォームによっては、リスト ストラップを取り付ける ESD コネク
タが付いています。手や金属製の工具が直接ミッドプレーンやバックプレーンに接触しないように

してください。感電する危険性があります。
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ポート アダプタの取り外しおよび取り付け手順
ここでは、ポート アダプタの取り外しおよび取り付け手順を図とともに詳しく説明します。ここで
は、次の図について説明します。

• Catalyst RSM/VIP2 ― ポート アダプタの取り外しおよび取り付け手順（p.3-7）

• Catalyst 6000 ファミリー FlexWAN モジュール ― ポート アダプタの取り外しおよび取り付け手
順（p.3-8）

• Cisco 7200 シリーズ ルータおよび Cisco 7200 VXR ルータ ― ポート アダプタの取り外しおよび
取り付け手順（p.3-9）

• Cisco uBR7200 シリーズ ― ポート アダプタの取り外し手順（p.3-10）

• Cisco uBR7200 シリーズ ― ポート アダプタの取り付け手順（p.3-11）

• Cisco 7201 ルータ ― ポート アダプタの取り外しおよび取り付け手順（p.3-12）

• Cisco 7301 ルータ ― ポート アダプタの取り外しおよび取り付け手順（p.3-13）

• Cisco 7304 PCI ポート アダプタ キャリア カード ― ポート アダプタの取り外しおよび取り付け
手順（p.3-14）

• VIP ― ポート アダプタの取り外しおよび取り付け手順（p.3-16）
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Catalyst RSM/VIP2 ― ポート アダプタの取り外しおよび取り付け手順
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Catalyst 6000 ファミリー FlexWAN モジュール ― ポート アダプタの取り外しおよび
取り付け手順
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Cisco 7200 シリーズ ルータおよび Cisco 7200 VXR ルータ ― ポート アダプタの取り外
しおよび取り付け手順
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Cisco uBR7200 シリーズ ― ポート アダプタの取り外し手順
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Cisco uBR7200 シリーズ ― ポート アダプタの取り付け手順
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Cisco 7201 ルータ ― ポート アダプタの取り外しおよび取り付け手順
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Cisco 7301 ルータ ― ポート アダプタの取り外しおよび取り付け手順
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Cisco 7304 PCI ポート アダプタ キャリア カード ― ポート アダプタの取り外しおよび
取り付け手順

Cisco 7304 PCI ポート アダプタ キャリア カードには、シングル幅のポート アダプタを 1 つ取り付
けることができます。ここでは、Cisco 7304 PCI ポート アダプタ キャリア カードでのポート アダ
プタの取り外しおよび取り付け手順について説明します。

警告 次の作業を行うときは、Cisco 7304 PCI ポート アダプタ キャリア カードの ESD 破壊を防止するた
めに、静電気防止用リスト ストラップを着用してください。プラットフォームによっては、リス
ト ストラップを取り付ける ESD コネクタが付いています。手や金属製の工具が直接ミッドプレー
ンやバックプレーンに接触しないようにしてください。感電する危険性があります。

Cisco 7304 PCI ポート アダプタ キャリア カードのポート アダプタを取り外したり、取り付けたり
するには、図 3-2 を参照して、次の手順を実行します。

ステップ 1 Cisco 7304 PCI ポート アダプタ キャリア カードが、ルータに搭載されたままの場合は、まず Cisco
7304 PCI ポート アダプタ キャリア カードを取り外してから、ポート アダプタを取り外す必要があ
ります。

ステップ 2 Cisco 7304 PCI ポート アダプタ キャリア カードから、ポート アダプタを取り外すには、ポート ア
ダプタのロックを水平なロックの位置（図 3-2 の A を参照）から垂直なロック解除の位置（図 3-2
の B を参照）に回します。

ステップ 3 ポート アダプタのハンドルをつかみ、Cisco 7304 PCI ポート アダプタ キャリア カードからポート
アダプタを引き出します（Cisco 7304 PCI ポート アダプタ キャリア カードを取り外すときに、あら
かじめポート アダプタのケーブルを外しておきます）。

ステップ 4 Cisco 7304 PCI ポート アダプタ キャリア カードにポート アダプタを挿入するには、ポート アダプ
タを固定している Cisco 7304 PCI ポート アダプタ キャリア カード内のガイド レールを確認します。
ガイド レールはポート アダプタ スロットの上部両側にあり、約 1 インチ奥に入っています（図 3-2
の C を参照）。

ステップ 5 Cisco 7304 PCI ポート アダプタ キャリア カードにポート アダプタを慎重に挿入し、ポート アダプ
タ インターフェイス コネクタに装着します。完全に装着されると、ポート アダプタの前面パネル
が Cisco 7304 PCI ポート アダプタ キャリア カードの前面に揃います。

ステップ 6 ポート アダプタが適切に装着されたら、ポート アダプタのロックを水平なロックの位置に回しま
す（図 3-2 の A を参照）。

図 3-2 に、Cisco 7304 PCI ポート アダプタ キャリア カードのポート アダプタの取り外しおよび取
り付け手順を示します。
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図 3-2 Cisco 7304 PCI ポート アダプタ キャリア カード ― ポート アダプタの取り外しおよび取り
付け手順
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VIP ― ポート アダプタの取り外しおよび取り付け手順
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PA-MC-E3 インターフェイス ケーブルの接続
ここでは、PA-MC-E3 と外部 E3 機器を同軸ケーブルで接続する手順について説明します。すべて
の E3 接続で使用できるのは、75 ΩRG-59 同軸ケーブルだけです（特定のケーブル規格およびオプ
ションについては、「ケーブル、コネクタ、およびピン配置」[p.1-7] を参照）。

（注） E3 接続に使用する 75 Ω同軸ケーブルに、フェライト スリーブ（PA-MC-E3 の付属品、「ケーブル、
コネクタ、およびピン配置」[p.1-7] を参照）を取り付ける必要があります。各フェライト スリー
ブは、75 Ω同軸ケーブル上でポート アダプタにできるだけ近い位置に取り付けてください（図 3-3
を参照）。

送信ケーブルおよび受信ケーブルは、「ケーブル、コネクタ、およびピン配置」（p.1-7）に示すよう
に、ケーブル長全体にわたって束ねておくことを強く推奨します。そうすることで、EMI の影響を
低減できます。標準的な熱収縮チューブまたはケーブル タイを使用してください。

フェライト スリーブがすでに取り付けられている 75 Ω 同軸ケーブル ペアを使用することもでき
ます。このケーブル ペアは、シスコに発注して入手できます（製品番号：CAB-ATM-DS3/E3 ― 図
3-3 を参照）。

E3 リンクごとに、外部 E3 機器への受信および送信の接続が個別に必要です。

PA-MC-E3 に 75 Ω同軸ケーブルを接続する手順は、次のとおりです。

ステップ 1 75 ΩRG-59 同軸ケーブルを、PA-MC-E3 の BNC ポートに直接接続します。ケーブルの一方の端を
ラベル TX の付いたポートに、もう一方の端をラベル RX の付いたポートに接続します（図 3-3 を
参照）。

図 3-3 PA-MC-E3 への 75 Ω同軸ケーブルの接続
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注意 問題の発生を防止し、適正なケーブル接続を行うために、PA-MC-E3 の RX ポートおよび TX ポー
トとの接続は、ステップ 2 に示す手順のとおりに行ってください。

（注） MC-E3 Port Adapter には内部ストラッピング オプションが含まれており、受信接続の外部シールド
とアース間を分離する必要がある場合には、これを取り外します。

ステップ 2 次の手順で、2 つの 75 Ω同軸ケーブルのネットワーク端を、外部 E3 機器に接続します。

• PA-MC-E3 TX ポートからの同軸ケーブルを、外部 E3 機器の RX ポートに接続します。

• PA-MC-E3 RX ポートからの同軸ケーブルを、外部 E3 機器の TX ポートに接続します。

以上で、PA-MC-E3 のインストレーションおよび 75 Ω 同軸ケーブルの接続は終了です。第 4 章
「PA-MC-E3 の設定」に進み、PA-MC-E3 のインターフェイスを設定してください。
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4
PA-MC-E3 の設定

PA-MC-E3 Port Adapter のインストレーションが完了したあとで、シリアル インターフェイスを設
定する必要があります。ここで説明する手順は、サポート対象の全プラットフォームに当てはまり

ます。プラットフォーム別の Cisco IOS コマンドの相違点についても説明します。

この章で説明する内容は、次のとおりです。

• EXEC コマンド インタープリタの使用方法（p.4-2）

• インターフェイスの設定（p.4-3）

• コンフィギュレーションの確認（p.4-21）
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EXEC コマンド インタープリタの使用方法
ルータの設定を変更するには、EXEC（またはイネーブル モード）と呼ばれるソフトウェア コマン
ド インタープリタを使用します。configure コマンドを使用して新規のインターフェイスを設定し
たり、既存のインターフェイス設定を変更したりするには、まず enable コマンドを入力して、EXEC
コマンド インタープリタの特権レベルを開始する必要があります。パスワードが設定されている場
合には、パスワードの入力が要求されます。

特権レベルのシステム プロンプトは、最後にかぎカッコ（>）ではなくポンド記号（#）が表示され
ます。コンソール端末で特権レベルを開始する手順は、次のとおりです。

ステップ 1 ユーザ レベル EXEC プロンプトで、enable コマンドを入力します。次のように、特権レベル パス
ワードの入力が要求されます。

Router> enable

Password:

ステップ 2 パスワードを入力します（パスワードは大文字 / 小文字が区別されます）。セキュリティ保護のた
め、入力したパスワードは表示されません。

正しいパスワードを入力すると、特権レベルのシステム プロンプト（#）が表示されます。

Router#

新規インターフェイスを設定する場合は、「インターフェイスの設定」（p.4-3）に進んでください。
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インターフェイスの設定

新しい PA-MC-E3 が正しく搭載されている（ENABLE LED が点灯する）ことを確認してから、特
権レベルの configure コマンドを使用して、新規インターフェイスを設定します。次の情報を用意
しておく必要があります。

• 新規のインターフェイスに適用するルーティング プロトコル

• IP アドレス（インターフェイスに IP ルーティングを設定する場合）

• 使用するブリッジング プロトコル

• 新規のインターフェイスで使用するクロック タイミング ソース、および外部タイミングのク
ロック速度

新しい PA-MC-E3 を取り付けた場合、または既存インターフェイスの設定を変更する場合には、コ
ンフィギュレーション モードを開始して、新規インターフェイスを設定する必要があります。設定
済みの PA-MC-E3 を交換した場合には、システムが新規インターフェイスを認識して、そのイン
ターフェイスに既存のコンフィギュレーションが適用されます。

使用できるコンフィギュレーション オプションの要約および PA-MC-E3 上のインターフェイスの
設定手順については、「関連資料」（p.ix）に記載された該当するコンフィギュレーション マニュア
ルを参照してください。

EXEC コマンド インタープリタの特権レベルでコンフィギュレーション コマンドを実行するには、
通常、パスワードが必要になります。必要に応じて、システム管理者からパスワード アクセス権を
入手してください（EXEC コマンドの特権レベルについては、「EXEC コマンド インタープリタの
使用方法」（p.4-2）を参照してください）。

ここでは、次の内容について説明します。

• インターフェイスのシャットダウン（p.4-3）

• 基本的なインターフェイス コンフィギュレーション（p.4-8）

• PA-MC-E3 の設定（p.4-10）

• E1 回線での BERT の設定（p.4-18）

• CRC の設定（p.4-20）

インターフェイスのシャットダウン

インターフェイスを、交換ではなく取り外してしまう場合、同軸シリアル ケーブルを交換する場
合、またはポート アダプタを交換する場合には、その前に shutdown コマンドを使用してインター
フェイスをシャットダウン（ディセーブル）にし、新規インターフェイス プロセッサまたは設定変
更したインターフェイス プロセッサを取り付けたときに、異常が発生しないようにしてください。
インターフェイスをシャットダウンすると、show コマンドの出力に administratively down として示
されます。

次の手順で、インターフェイスをシャットダウンします。

ステップ 1 EXEC コマンド インタープリタの特権レベル（別名イネーブル モード）を開始します（手順につ
いては、「EXEC コマンド インタープリタの使用方法」[p.4-2] を参照）。

ステップ 2 特権レベルのプロンプトからコンフィギュレーション モードを開始し、コンフィギュレーション
サブコマンドの送信元としてコンソール端末を指定します。

Router# configure terminal
Enter configuration commands, one per line. End with CNTL/Z.
Router(config)#
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ステップ 3 interface serial サブコマンド（続けて、インターフェイス アドレス）を入力し、さらに shutdown
コマンドを入力することにより、インターフェイスをシャットダウンします。

表 4-1 に、サポート対象プラットフォームの shutdown コマンド構文を示します。

設定が終わったら、Ctrl-Z を押す（Ctrl キーを押しながら Z キーを押す）か、end または exit と入
力してコンフィギュレーション モードを終了し、EXEC コマンド インタープリタに戻ります。

表 4-1 サポート対象プラットフォームの shutdown コマンドの構文

プラットフォーム コマンド 例

Catalyst 5000 ファミリー 
スイッチに搭載の 
Catalyst RSM/VIP2

interface、続けて type（serial）、および
slot/port（ポート アダプタ スロット番
号 /インターフェイス ポート番号）

shutdown

例では、ポート アダプタ スロット 1 に搭載した
ポート アダプタのインターフェイス 0 を指定し
ています。

Router(config-if)# interface serial 1/0
Router(config-if)# shutdown
Ctrl-Z
Router#

Catalyst 6000 ファミリー 
スイッチに搭載の 
Catalyst 6000 ファミリー 
FlexWAN モジュール

interface、続けて type（serial）、および
mod-num/bay/port（モジュール スロッ
ト番号 /ポート アダプタ ベイ番号 /
インターフェイス ポート番号）

shutdown

例では、スロット 3 に搭載した FlexWAN モ
ジュールで、ポート アダプタ ベイ 0 に搭載した
ポート アダプタのインターフェイス 0 を指定し
ています。

Router(config-if)# interface serial 3/0/0
Router(config-if)# shutdown
Ctrl-Z
Router#

Cisco 7200 シリーズ ルータ
および Cisco 7200 VXR ルー
タ

interface、続けて type（serial）、および
slot/port（ポート アダプタ スロット番
号 /インターフェイス ポート番号）

shutdown

例では、ポート アダプタ スロット 6 に搭載した
ポート アダプタのインターフェイス 0 を指定し
ています。

Router(config-if)# interface serial 6/0
Router(config-if)# shutdown
Ctrl-Z
Router#

Cisco uBR7223 ルータ interface、続けて type（serial）、および
slot/port（ポート アダプタ スロット番
号 /インターフェイス ポート番号）

shutdown

例では、ポート アダプタ スロット 1 に搭載した
ポート アダプタのインターフェイス 0 を指定し
ています。

Router(config-if)# interface serial 1/0
Router(config-if)# shutdown
Ctrl-Z
Router#

Cisco uBR7246 ルータ interface、続けて type（serial）、および
slot/port（ポート アダプタ スロット番
号 /インターフェイス ポート番号）

shutdown

例では、ポート アダプタ スロット 2 に搭載した
ポート アダプタのインターフェイス 0 を指定し
ています。

Router(config-if)# interface serial 2/0
Router(config-if)# shutdown
Ctrl-Z
Router#
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（注） ほかにもインターフェイスをシャットダウンする必要があれば、ポート アダプタ上のイン
ターフェイスごとに、interface serial コマンド（続けて、インターフェイス アドレス）を
入力します。インターフェイスをイネーブルにするには、no shutdown コマンドを使用しま
す。

ステップ 4 次の手順で、新しいコンフィギュレーションを NVRAM（不揮発性 RAM）に保管します。

Router# copy running-config startup-config
[OK]
Router#

NVRAM にコンフィギュレーションが保管されると、OK メッセージが表示されます。

ステップ 5 show interfaces コマンド（続けて、インターフェイス タイプおよびインターフェイス アドレス）を
使用して、特定のインターフェイスを表示し、新規インターフェイスが正しいステート（シャット

ダウン）になっていることを確認します。

Cisco 7201 ルータ interface、続けて type（serial）、および
slot/port（ポート アダプタ スロット番
号 /インターフェイス ポート番号）

shutdown

例では、ポート アダプタ スロット 1 に搭載した
ポート アダプタのインターフェイス 0 を指定し
ています。

Router(config-if)# interface serial 1/0
Router(config-if)# shutdown
Ctrl-Z
Router#

Cisco 7301 ルータ interface、続けて type（serial）、および
slot/port（ポート アダプタ スロット番
号 /インターフェイス ポート番号）

shutdown

例では、ポート アダプタ スロット 1 に搭載した
ポート アダプタのインターフェイス 0 を指定し
ています。

Router(config-if)# interface serial 1/0
Router(config-if)# shutdown
Ctrl-Z
Router#

Cisco 7304 ルータに搭載の
Cisco 7304 PCI ポート アダプ
タ キャリア カード

interface、続けて type（serial）、および
slot/port（モジュール スロット番号 /
インターフェイス ポート番号）

shutdown

例では、Cisco 7304 ルータのモジュール スロット
3 に搭載した Cisco 7304 PCI ポート アダプタ キャ
リア カードにある、ポート アダプタのインター
フェイス 0 を指定しています。

Router(config-if)# interface serial 3/0
Router(config-if)# shutdown
Ctrl-Z
Router# 

Cisco 7000 シリーズ ルータ
または Cisco 7500 シリーズ
ルータに搭載の VIP

interface、続けて type（serial）、および
slot/port adapter/port（インターフェイ
ス プロセッサ スロット番号
ポート アダプタ スロット ポート番号 /
インターフェイス ポート番号）

shutdown

例では、インターフェイス プロセッサ スロット
1 に搭載した VIPで、ポート アダプタ スロット
1 に搭載したポート アダプタのインターフェイ
ス 0 を指定しています。

Router(config-if)# interface serial 1/1/0
Router(config-if)# shutdown
Ctrl-Z
Router#

表 4-1 サポート対象プラットフォームの shutdown コマンドの構文（続き）

プラットフォーム コマンド 例
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表 4-2 に、サポート対象プラットフォームの show interfaces serial コマンドの例を示します。

表 4-2 サポート対象プラットフォームの show interfaces serial コマンドの例

プラットフォーム コマンド 例

Catalyst 5000 ファミリー 
スイッチに搭載の

Catalyst RSM/VIP2

show interfaces serial、続けて slot/port
（ポート アダプタ スロット番号 /
インターフェイス ポート番号）

例では、ポート アダプタ スロット 1 に搭載した
ポート アダプタのインターフェイス 0 を指定し
ています。

Router# show interfaces serial 1/0

Serial 1/0 is administratively down, line 
protocol is down

（テキスト出力は省略）

Catalyst 6000 ファミリー 
スイッチに搭載の 
Catalyst 6000 ファミリー 
FlexWAN モジュール

show interfaces serial、続けて 
mod-num/bay/port（モジュール スロッ
ト番号 /ポート アダプタ ベイ番号 /
インターフェイス ポート番号）

例では、スロット 3 に搭載した FlexWAN モ
ジュールで、ポート アダプタ ベイ 0 に搭載した
ポート アダプタのインターフェイス 0 を指定し
ています。

Router# show interfaces serial 3/0/0

Serial 3/0/0 is administratively down, 
line protocol is down

（テキスト出力は省略）

Cisco 7200 シリーズ ルータ
および Cisco 7200 VXR ルー
タ

show interfaces serial、続けて slot/port
（ポート アダプタ スロット番号 /
インターフェイス ポート番号）

例では、ポート アダプタ スロット 6 に搭載した
ポート アダプタのインターフェイス 0 を指定し
ています。

Router# show interfaces serial 6/0

Serial 6/0 is administratively down, line 
protocol is down

（テキスト出力は省略）

Cisco 7201 ルータ show interfaces serial、続けて slot/port
（ポート アダプタ スロット番号 /
インターフェイス ポート番号）

例では、ポート アダプタ スロット 1 に搭載した
ポート アダプタのインターフェイス 0 を指定し
ています。

Router# show interfaces serial 1/0

Serial 1/0 is administratively down, line 
protocol is down

（テキスト出力は省略）

Cisco uBR7223 ルータ show interfaces serial、続けて slot/port
（ポート アダプタ スロット番号 /
インターフェイス ポート番号）

例では、ポート アダプタ スロット 1 に搭載した
ポート アダプタのインターフェイス 0 を指定し
ています。

Router# show interfaces serial 1/0

Serial 1/0 is administratively down, line 
protocol is down

（テキスト出力は省略）
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ステップ 6 次の手順で、インターフェイスを再びイネーブルにします。

a. ステップ 3 を再度行って、インターフェイスを再びイネーブルにします。shutdown コマンドの
代わりに no shutdown コマンドを使用します。

b. ステップ 4 を再度行って、新しいコンフィギュレーションをメモリに保管します。
copy running-config startup-config コマンドを使用します。

c. ステップ 5 を再度行って、インターフェイスが正しいステートになっていることを確認します。
show interfaces コマンドを使用し、続けて、インターフェイス タイプおよびインターフェイス
アドレスを入力します。

Cisco uBR7246 ルータ show interfaces serial、続けて slot/port
（ポート アダプタ スロット番号 /
インターフェイス ポート番号）

例では、ポート アダプタ スロット 2 に搭載した
ポート アダプタのインターフェイス 0 を指定し
ています。

Router# show interfaces serial 2/0

Serial 2/0 is administratively down, line 
protocol is down

（テキスト出力は省略）

Cisco7301 ルータ show interfaces serial、続けて slot/port
（ポート アダプタ スロット番号 /
インターフェイス ポート番号）

例では、ポート アダプタ スロット 1 に搭載した
ポート アダプタのインターフェイス 0 を指定し
ています。

Router# show interfaces serial 1/0

Serial 1/0 is administratively down, line 
protocol is down

（テキスト出力は省略）

Cisco 7304 ルータに搭載の 
Cisco 7304 PCI ポート アダプ
タ キャリア カード

show interfaces serial、続けて slot/port
（モジュール スロット番号 /
インターフェイス ポート番号）

例では、Cisco 7304 ルータのモジュール スロット
3 に搭載した Cisco 7304 PCI ポート アダプタ キャ
リア カードにある、ポート アダプタのインター
フェイス 0 を指定しています。

Router(config-if)# show interfaces serial 
3/0

Serial 3/0 is administratively down, line 
protocol is down

（テキスト出力は省略）

Cisco 7000 シリーズ ルータ
または Cisco 7500 シリーズ 
ルータに搭載の VIP

show interfaces serial、続けて slot/port
adapter/port（インターフェイス プロ
セッサ スロット番号 /
ポート アダプタ スロット番号 /
インターフェイス ポート番号）

例では、インターフェイス プロセッサ スロット
1 に搭載した VIP で、ポート アダプタ スロット
1 に搭載したポート アダプタのインターフェイ
ス 0 を指定しています。

Router# show interfaces serial 1/1/0

Serial 1/1/0 is administratively down, 
line protocol is down

（テキスト出力は省略）

表 4-2 サポート対象プラットフォームの show interfaces serial コマンドの例（続き）

プラットフォーム コマンド 例
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ソフトウェア コンフィギュレーション コマンドの詳細については、「関連資料」（p.ix）に記載され
ているマニュアルを参照してください。

基本的なインターフェイス コンフィギュレーション
ここでは、インターフェイスをイネーブルにしたり、IP ルーティングを指定したり、DCE インター
フェイスの外部タイミングを設定したりする手順を含む基本的な設定を示します。システム コン
フィギュレーションの要件およびインターフェイスのルーティング プロトコルに応じて、他のコン
フィギュレーション サブコマンドを使用した設定が必要になることがあります。シリアル イン
ターフェイスで使用できるコンフィギュレーション サブコマンドおよびコンフィギュレーション
オプションの詳細については、該当するソフトウェア マニュアルを参照してください。

次に示す手順では、特に明記しないかぎり、各ステップの終わりで Return キーを押してください。
次のようにプロンプトに disable と入力すると、いつでも特権レベルを終了し、ユーザ レベルに戻
ることができます。

Router# disable

Router> 

ステップ 1 コンフィギュレーション モードを開始し、コンフィギュレーション サブコマンドの送信元として
コンソール端末を指定します。

Router# configure terminal
Enter configuration commands, one per line. End with CNTL/Z.
Router(config)#

ステップ 2 interface serial サブコマンド、および設定対象のインターフェイスのインターフェイス アドレスを
入力して、最初に設定するインターフェイスを指定します。

表 4-3 に、サポート対象プラットフォームの interface serial サブコマンドの例を示します。

表 4-3 サポート対象プラットフォームの interface serial サブコマンドの例

プラットフォーム コマンド 例

Catalyst 5000 ファミリー
スイッチに搭載の 
Catalyst RSM/VIP2

interfaces serial、続けて slot/port
（ポート アダプタ スロット番号 /
インターフェイス ポート番号）

例では、ポート アダプタ スロット 0 に搭載した
ポート アダプタのインターフェイス 0 を指定し
ています。

Router(config)# interface serial 0/0
Router(config-if)#

Catalyst 6000 ファミリー 
スイッチに搭載の Catalyst 
6000 ファミリー FlexWAN 
モジュール

interface serial、続けて 
mod-num/bay/port（モジュール スロッ
ト番号 /ポート アダプタ ベイ番号 /
インターフェイス ポート番号）

例では、スロット 3 に搭載した FlexWAN モ
ジュールで、ポート アダプタ ベイ 0 に搭載した
ポート アダプタのインターフェイス 0 を指定し
ています。

Router(config)# interface serial 3/0/0
Router(config-if)#

Cisco 7200 シリーズ ルータ
および Cisco 7200 VXR ルー
タ

interfaces serial、続けて slot/port
（ポート アダプタ スロット番号 /
インターフェイス ポート番号）

例では、ポート アダプタ スロット 6 に搭載した
ポート アダプタのインターフェイス 0 を指定し
ています。

Router(config)# interface serial 6/0
Router(config-if)#
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ステップ 3 （IP ルーティングがイネーブルに設定されているシステムでは）次のように ip address サブコマン
ドを入力し、IP アドレスおよびサブネット マスクを割り当てます。

Router(config-if)# ip address 10.0.0.0 10.255.255.255 

ステップ 4 ルーティング プロトコルをイネーブルにするために必要なコンフィギュレーション サブコマンド
を追加し、インターフェイス特性を設定します。

ステップ 5 no shutdown コマンドを使用してインターフェイスを再びイネーブルにします（「インターフェイス
のシャットダウン」[p.4-3] を参照）。

ステップ 6 必要に応じて、その他のポート アダプタ インターフェイスを設定します。

Cisco 7201 ルータ interfaces serial、続けて slot/port
（ポート アダプタ スロット番号 /
インターフェイス ポート番号）

例では、ポート アダプタ スロット 1 に搭載した
ポート アダプタのインターフェイス 0 を指定し
ています。

Router(config)# interface serial 1/0
Router(config-if)#

Cisco uBR7223 ルータ interfaces serial、続けて slot/port
（ポート アダプタ スロット番号 /
インターフェイス ポート番号）

例では、ポート アダプタ スロット 1 に搭載した
ポート アダプタのインターフェイス 0 を指定し
ています。

Router(config)# interface serial 1/0
Router(config-if)#

Cisco uBR7246 ルータ interfaces serial、続けて slot/port
（ポート アダプタ スロット番号 /
インターフェイス ポート番号）

例では、ポート アダプタ スロット 2 に搭載した
ポート アダプタのインターフェイス 0 を指定し
ています。

Router(config)# interface serial 2/0
Router(config-if)#

Cisco7301 ルータ interfaces serial、続けて slot/port
（ポート アダプタ スロット番号 /
インターフェイス ポート番号）

例では、ポート アダプタ スロット 1 に搭載した
ポート アダプタのインターフェイス 0 を指定し
ています。

Router(config)# interface serial 1/0
Router(config-if)#

Cisco 7304 ルータに搭載の 
Cisco 7304 PCI ポート アダプ
タ キャリア カード

interfaces serial、続けて slot/port
（モジュール スロット番号 /
インターフェイス ポート番号）

例では、Cisco 7304 ルータのモジュール スロット
3 に搭載した Cisco 7304 PCI ポート アダプタ キャ
リア カードにある、ポート アダプタのインター
フェイス 0 を指定しています。

Router(config-if)# interface serial 3/0
Router(config-if)# 

Cisco 7000 シリーズ ルータ
または Cisco 7500 シリーズ 
ルータに搭載の VIP

interfaces serial、続けて slot/port 
adapter/port（インターフェイス プロ
セッサ スロット番号 /
ポート アダプタ スロット番号 /
インターフェイス ポート番号）

例では、インターフェイス プロセッサ スロット
1 に搭載した VIP で、ポート アダプタ スロット
1 に搭載したポート アダプタのインターフェイ
ス 0 を指定しています。

Router(config)# interface serial 1/1/0
Router(config-if)#

表 4-3 サポート対象プラットフォームの interface serial サブコマンドの例（続き）

プラットフォーム コマンド 例
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ステップ 7 コンフィギュレーション サブコマンドをすべて入力し、コンフィギュレーションを完了したら、
Ctrl-Z を押す（Ctrl キーを押しながら Z キーを押す）か、end または exit と入力して、コンフィ
ギュレーション モードを終了し、EXEC コマンド インタープリタ プロンプトに戻ります。

ステップ 8 次の手順で、新しいコンフィギュレーションを NVRAM に保管します。

Router# copy running-config startup-config
[OK]
Router#

PA-MC-E3 の設定
PA-MC-E3 の E3 コントローラ、E1 回線、およびシリアル インターフェイスを設定する手順は、次
のとおりです。これらすべての手順は、「E1 回線の設定」を除いてオプションです。

• E3 コントローラの設定（p.4-10）

• E1 回線の設定（p.4-11）

• シリアル インターフェイスの設定（p.4-16）

これらの手順のあとに、「設定例」（p.4-17）で設定例を示します。

E3 コントローラの設定

PA-MC-E3 の E3 コントローラ コンフィギュレーションを変更しない場合、表 4-4 のコンフィギュ
レーション デフォルトが使用されます。

この手順はオプションです。ただしデフォルトのコンフィギュレーション アトリビュートを変更す
る必要がある場合は、次の手順を実行します。

ステップ 1 E3 コントローラを選択して、コントローラ コンフィギュレーション モードを開始します。

Router(config)# controller E3 0/0 (Catalyst RSM/VIP2)
Router(config)# controller E3 3/0/0 (Catalyst 6000 family FlexWAN module)
Router(config)# controller E3 1/0 (Cisco 7200 series router)
Router(config)# controller E3 1/0 (Cisco uBR7200 series router)
Router(config)# controller E3 1/0 (Cisco 7201, Cisco 7301)
Router(config)# controller E3 3/0 (Cisco 7304 PCI Port Adapter Carrier Card in a Cisco 
7304 router)
Router(config)# controller E3 1/0/0 (Cisco 7000 and 7500 series routers with VIP)

（注） PA-MC-E3 のポート番号は、常に 0 です。

表 4-4 PA-MC-E3 コントローラのデフォルト

アトリビュート デフォルト値

Clock source line

National reserve bit 1

Idle pattern 0 × 55
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ステップ 2 E3 コントローラが使用するクロック ソースを変更します。

Router(config-controller)# clock source {internal | line}

ステップ 3 ナショナル ビットを変更します。

Router(config-controller)# national bit {0 | 1}

ステップ 4 アイドル パターンを変更します。

Router(config-controller)# idle pattern hex-number

E1 回線の設定

次の 4 つのコンフィギュレーション オプションのいずれかで E1 回線を設定できます。

• チャネライズド

• フラクショナル

• 非フレーム

• PRI ISDN

E1 回線に 1 つのチャネル グループしか割り当てない場合は、フラクショナル E1 回線です。E1 回
線に複数のチャネル グループを割り当てる場合は、チャネライズド E1 回線です。

チャネライズド（e1 channel-group コマンド）、フラクショナル（e1 channel-group コマンド）、およ
び非フレーム（e1 unframed コマンド）コンフィギュレーションでは、設定された各チャネル グ
ループ（個別のタイムスロット、タイムスロット範囲、またはその両方を含む可能性がある）は、

使用できる 128 の論理チャネルのうち 1 つだけを使用します。たとえば、タイムスロット 3 ～ 7 の
範囲をチャネル グループに割り当てた場合、1 つの論理チャネルだけが使用されます。同様に、タ
イムスロット 3 だけをチャネル グループに割り当てた場合にも、1 つの論理チャネルだけが使用さ
れます。

PRI ISDN（e1 pri-group コマンド）コンフィギュレーションの場合、設定する E1 回線で PRI グルー
プに割り当てる各タイムスロット（タイムスロット範囲内の各タイムスロットも含む）は、使用で

きる 128 の論理チャネルのうち 1 つを使用します。たとえば、PRI グループにタイムスロット範囲
3 ～ 7 を割り当てる場合、5 つの論理チャネルが使用されます（3、4、5、6、および 7 のタイムス
ロットを割り当てたため）。一方、PRI グループに 3 のタイムスロットしか割り当てない場合は、1
つの論理チャネルしか使用されません。

E1 回線を設定すると、シリアル インターフェイスとしてソフトウェアが認識します。シリアル イ
ンターフェイスのすべてのコンフィギュレーション コマンドが使用できるようになります。PPP、
HDLC、SMDS、およびフレームリレーのカプセル化方式を使用して、データ トラフィックを伝送
するようにシリアル インターフェイスを設定できます。シリアル インターフェイスの設定方法に
ついては、「シリアル インターフェイスの設定」（p.4-16）を参照してください。

E1 チャネルのデフォルト設定の変更

PA-MC-E3 の E1 コンフィギュレーションを変更しない場合、表 4-5 のコンフィギュレーション デ
フォルトが使用されます。
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デフォルトのコンフィギュレーション アトリビュートを変更する必要がある場合は、次の手順を実
行します。

ステップ 1 E3 コントローラを選択して、コントローラ コンフィギュレーション モードを開始します。

Router(config)# controller E3 0/0 (Catalyst RSM/VIP2)
Router(config)# controller E3 3/0/0 (Catalyst 6000 family FlexWAN module)
Router(config)# controller E3 1/0 (Cisco 7200 series router)
Router(config)# controller E3 1/0 (Cisco uBR7200 series router)
Router(config)# controller E3 1/0 (Cisco 7201, Cisco 7301)
Router(config)# controller E3 3/0 (Cisco 7304 PCI Port Adapter Carrier Card in a Cisco 
7304 router)
Router(config)# controller E3 1/0/0 (Cisco 7000 and 7500 series routers with VIP)

（注） PA-MC-E3 のポート番号は、常に 0 です。e1 line の値は、1 ～ 16 です。

ステップ 2 E3 コントローラが使用するクロック ソースを変更します。

Router(config-controller)# e1 line clock source {internal | line}

注意 PA-MC-E3 ポート アダプタが Hardware Version 3.1.0 の場合、内部クロックの使用に制限がありま
す。このハードウェアでは、E1 クロック ソースを line から internal または internal から line に変更
する場合、変更は可能ですが、変更によって E1 回線が無効の E1 フレーミング パターンを送信す
ることが稀にあり、その結果遠端でフレーム損失が生じることがあります。この状況から復旧する

には、e1 shutdown コントローラ コンフィギュレーション コマンドのあとに、no e1 shutdown コン
トローラ コンフィギュレーション コマンドを使用して、影響を受けた E1 回線を手動でリセット
します。ポート アダプタのハードウェア バージョンを判別するには、show controllers e3 EXEC コ
マンドを使用します。BERT またはループバックの実行中に、e1 shutdown コマンドを使用できま
せん。これらの機能をまず停止する必要があります。また、E1 回線をシャットダウンしていると
きは、BERT またはループバックを開始できません。

ステップ 3 ナショナル ビット パターンを変更します。

Router(config-controller)# e1 line national bit hex-number

ステップ 4 フレーミング フォーマットを変更します。

Router(config-controller)# e1 line framing {crc4 | no-crc4 | none}

表 4-5 PA-MC-E3 E1 チャネルのデフォルト

アトリビュート デフォルト値

Clock source line

National reserve bit pattern 0 × 1f1

Framing format crc4
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チャネライズド E1 回線の設定

16 の E1 回線のうち任意の E1 回線を、チャネライズド E1 回線として設定できます。ただし、論理
チャネルの合計は最大 128 に限られます。これらの E1 回線のタイムスロットを、いくつかの個別
の論理チャネル グループにまとめ、各グループが異なるデータ リンク レイヤ プロトコルによって
カプセル化されたデータを伝送するようにします。タイムスロット 16 をデータ チャネルとして設
定できますが、通常このタイムスロットは、Common Channel Signaling（CCS; 共通線信号方式）で
使用されます。音声チャネル用 Channel Associated Signaling（CAS; 個別線信号方式）およびタイム
スロット 16 での E1 Facilities Data Link（FDL）はサポートされません。

各論理チャネル グループは、個別の 64 kbps タイムスロット、タイムスロット範囲、またはその両
方で構成されます。たとえば、1、9、12 ～ 14 を指定できます。各論理チャネル グループには、1
～ 31 のタイムスロットを含められます。複数の論理チャネル グループで、同じタイムスロットを
使用することはできません。使用されないタイムスロットには、プログラム可能なアイドルチャネ

ル データを充填できます。

（注） E1 回線に 1 つのチャネル グループしか割り当てない場合は、フラクショナル E1 回線です。E1 回
線に複数のチャネル グループを割り当てる場合は、チャネライズド E1 回線です。

チャネライズド E1 回線を設定するには、グローバル コンフィギュレーション モードを開始して、
次の手順を実行します。

ステップ 1 E3 コントローラを選択して、コントローラ コンフィギュレーション モードを開始します。

Router(config)# controller E3 0/0 (Catalyst RSM/VIP2)
Router(config)# controller E3 3/0/0 (Catalyst 6000 family FlexWAN module)
Router(config)# controller E3 1/0 (Cisco 7200 series router)
Router(config)# controller E3 1/0 (Cisco uBR7200 series router)
Router(config)# controller E3 1/0 (Cisco 7201, Cisco 7301)
Router(config)# controller E3 3/0 (Cisco 7304 PCI Port Adapter Carrier Card in a Cisco 
7304 router)
Router(config)# controller E3 1/0/0 (Cisco 7000 and 7500 series routers with VIP)

ステップ 2 論理チャネル グループ（0 ～ 30 の値）の E1 回線（1 ～ 16 の値）を設定し、タイムスロット（1 ～
31 の値）を指定します。

Router(config-controller)# e1 line channel-group number timeslots range

ステップ 3 各論理チャネル グループでステップ 2 を繰り返し、すべてが完了したら終了します。

Router(config-controller)# exit

この設定で、シリアル インターフェイスが作成されます。シリアル インターフェイスの詳細につ
いては、「シリアル インターフェイスの設定」（p.4-16）を参照してください。
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フラクショナル E1 回線の設定

16 の E1 回線のうち任意の E1 回線を、フラクショナル E1 回線として設定できます。各フラクショ
ナル E1 回線は、CCITT/ITU G.704 および G.706 に規定される E1 フレームまたは E1 Cyclic
Redundancy Check（CRC; 巡回冗長検査）マルチフレームにすることができます。フラクショナル
E1 回線は E1 全帯域幅のサブセットであり、N× 64 kbps を使用します（N は、1 ～ 31 のタイムス
ロットです）。

フラクショナル E1 回線には、1 つの論理チャネル グループ（1 つの 64 kbps タイムスロット、また
はタイムスロットの範囲）しか含められません。たとえば、タイムスロット 1、またはタイムスロッ
ト 15 ～ 23 を指定できます。使用されないタイムスロットには、プログラム可能なアイドルチャネ
ル データを充填できます（idle pattern コントローラ コンフィギュレーション コマンド）。

（注） E1 回線に 1 つのチャネル グループしか割り当てない場合は、フラクショナル E1 回線です。E1 回
線に複数のチャネル グループを割り当てる場合は、チャネライズド E1 回線です。

フラクショナル E1 回線を設定するには、グローバル コンフィギュレーション モードを開始して、
次の手順を実行します。

ステップ 1 E3 コントローラを選択して、コントローラ コンフィギュレーション モードを開始します。

Router(config)# controller E3 0/0 (Catalyst RSM/VIP2)
Router(config)# controller E3 3/0/0 (Catalyst 6000 family FlexWAN module)
Router(config)# controller E3 1/0 (Cisco 7200 series router)
Router(config)# controller E3 1/0 (Cisco uBR7200 series router)
Router(config)# controller E3 1/0 (Cisco 7201, Cisco 7301)
Router(config)# controller E3 3/0 (Cisco 7304 PCI Port Adapter Carrier Card in a Cisco 
7304 router)
Router(config)# controller E3 1/0/0 (Cisco 7000 and 7500 series routers with VIP)

ステップ 2 論理チャネル グループ（0 ～ 30 の値）の E1 回線（1 ～ 16 の値）を設定し、タイムスロット（1 ～
31 の値）を指定します。

Router(config-controller)# e1 line channel-group number timeslots range

この設定で、シリアル インターフェイスが作成されます。シリアル インターフェイスの詳細につ
いては、「シリアル インターフェイスの設定」（p.4-16）を参照してください。

非フレーム E1 回線の設定

16 の E1 回線のうち任意の E1 回線を、非フレーム E1 データ回線として設定できます。非フレーム
E1 回線は、フレーミングによるオーバーヘッドがなく、タイムスロットに分割されることもあり
ません。

非フレーム E1 回線を設定するには、グローバル コンフィギュレーション モードを開始して、次の
手順を実行します。
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ステップ 1 E3 コントローラを選択して、コントローラ コンフィギュレーション モードを開始します。

Router(config)# controller E3 0/0 (Catalyst RSM/VIP2)
Router(config)# controller E3 3/0/0 (Catalyst 6000 family FlexWAN module)
Router(config)# controller E3 1/0 (Cisco 7200 series router)
Router(config)# controller E3 1/0 (Cisco uBR7200 series router)
Router(config)# controller E3 1/0 (Cisco 7201, Cisco 7301)
Router(config)# controller E3 3/0 (Cisco 7304 PCI Port Adapter Carrier Card in a Cisco 
7304 router)
Router(config)# controller E3 1/0/0 (Cisco 7000 and 7500 series routers with VIP)

ステップ 2 非フレーム E1 回線を設定します（1 ～ 16 の値）。

Router(config-controller)# e1 line unframed

この設定で、シリアル インターフェイスが作成されます。シリアル インターフェイスの詳細につ
いては、「シリアル インターフェイスの設定」（p.4-16）を参照してください。

PRI ISDN E1 回線の設定

任意の E1 回線を設定して、PRI ISDN アプリケーションをサポートできます。E1 回線に PRI グルー
プを割り当てることができます。各 PRI グループには、1 ～ 31 個のタイムスロットを含められま
す。30 個全部のタイムスロットを ISDN アプリケーション用に割り当てる必要はありません。タイ
ムスロット 16 は、CCS に使用します。使用されないタイムスロットには、プログラム可能なアイ
ドルチャネル データを充填できます（idle pattern コントローラ コンフィギュレーション コマン
ド）。

E1 回線を設定して PRI ISDN をサポートするには、グローバル コンフィギュレーション モードを
開始して、次の手順を実行します。

ステップ 1 E3 コントローラを選択して、コントローラ コンフィギュレーション モードを開始します。

Router(config)# controller E3 0/0 (Catalyst RSM/VIP2)
Router(config)# controller E3 3/0/0 (Catalyst 6000 family FlexWAN module)
Router(config)# controller E3 1/0 (Cisco 7200 series router)
Router(config)# controller E3 1/0 (Cisco uBR7200 series router)
Router(config)# controller E3 1/0 (Cisco 7201, Cisco 7301)
Router(config)# controller E3 3/0 (Cisco 7304 PCI Port Adapter Carrier Card in a Cisco 
7304 router)
Router(config)# controller E3 1/0/0 (Cisco 7000 and 7500 series routers with VIP)

ステップ 2 PRI グループとして E1 回線（1 ～ 16 の値）を設定して、タイムスロット（1 ～ 31 の値、デフォル
トはすべてのタイムスロット）を指定します。

Router(config-controller)# e1 line pri-group [timeslots range]

この設定で、シリアル インターフェイスが作成されます。シリアル インターフェイスの詳細につ
いては、「シリアル インターフェイスの設定」（p.4-16）を参照してください。
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シリアル インターフェイスの設定

PA-MC-E3 に E1 回線を設定したら、通常のシリアル インターフェイスとして設定を続行できます。
すべてのシリアル インターフェイス コマンドが E1 チャネルに適用できない場合があります。PPP、
HDLC、SMDS、およびフレームリレーのカプセル化方式を使用して、データ トラフィックを伝送
するようにシリアル インターフェイスを設定できます。

シリアル インターフェイスで使用できる他のコマンドの詳細については、『Configuration 
Fundamentals Configuration Guide』の「Configuring Interfaces」の章の「Configure a Synchronous Serial 
Interface」サブセクションを参照してください。

インターフェイス コンフィギュレーション モードを開始して、E1 回線に該当するシリアル イン
ターフェイスを設定するには、グローバル コンフィギュレーション モードで interfaces serial コマ
ンドを入力します。

（注） シリアル インターフェイスを設定する場合、各ルータの標準スロットとポート情報のほか、E1 回
線番号とチャネルを指定する必要があります。非フレーム E1 回線の場合、チャネルは常に 0 にな
ります（たとえば、インターフェイス シリアル 3/0/0/1:0）。チャネライズドおよびフラクショナル
E1 回線の場合、チャネルはチャネル グループ番号として指定された番号です（たとえば、シリア
ル インターフェイス 3/0/0/3:20、20 はチャネル グループ番号）。PRI E1 回線の場合、チャネルは常
に 15 になります（たとえば、インターフェイス シリアル 3/0/0/3:15）。

表 4-6 に、サポート対象プラットフォームの E1 回線に対する interface serial サブコマンドの例を示
します。

表 4-6 サポート対象プラットフォームの E1 回線の interface serial サブコマンドの例

プラットフォーム コマンド 例

Catalyst 5000 ファミリー 
スイッチに搭載の 
Catalyst RSM/VIP2

interfaces serial、続けて 
slot/port/e1-line:channel（ポート アダプ
タ スロット番号 /
インターフェイス ポート番号 /
E1 回線番号：チャネル グループ番号）

例では、ポート アダプタ スロット 0 に搭載した
ポート アダプタのインターフェイス 0 を指定し
ています。

Router(config)# interface serial 0/0/1:0
Router(config-if)#

Catalyst 6000 ファミリー 
スイッチに搭載の 
Catalyst 6000 ファミリー 
FlexWAN モジュール

interface serial、続けて 
mod-num/bay/port/e1-line:channel
（モジュール スロット番号 /
ポート アダプタ ベイ番号 /
インターフェイス ポート番号 /
E1 回線番号：チャネル グループ番号）

例では、スロット 3 に搭載した FlexWAN モ
ジュールで、ポート アダプタ ベイ 0 に搭載した
ポート アダプタのインターフェイス 0 を指定し
ています。

Router(config)# interface serial 3/0/0/1:0
Router(config-if)#

Cisco 7200 シリーズ ルータ
および Cisco 7200 VXR ルー
タ

interfaces serial、続けて 
slot/port/e1-line:channel（ポート アダプ
タ スロット番号 /
インターフェイス ポート番号 /
E1 回線番号：チャネル グループ番号）

例では、ポート アダプタ スロット 6 に搭載した
ポート アダプタのインターフェイス 0 を指定し
ています。

Router(config)# interface serial 6/0/1:0
Router(config-if)#

Cisco 7201 ルータ interfaces serial、続けて 
slot/port/e1-line:channel（ポート アダプ
タ スロット番号 /
インターフェイス ポート番号 /
E1 回線番号：チャネル グループ番号）

例では、ポート アダプタ スロット 1 に搭載した
ポート アダプタのインターフェイス 0 を指定し
ています。

Router(config)# interface serial 1/0/1:0
Router(config-if)#
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設定例

次の例は、リモート サイトの複数の E1 回線がエッジ ルータの単一の E3 回線に集約される
PA-MC-E3 の縮小した設定例を示します。この例は、E123 マルチプレクサまたは E1 CSU/DSU を使
用せずに E1 回線をルータに集合します。

次の例では、スロット 4 の PA-MC-E3 が次のように設定されています。

• E1 回線 2 はチャネル グループ 0 に割り当てられ、すべてのタイムスロットを使用しています
（全 E1 帯域幅）。

• E1 回線 3 はチャネル グループ 0 に割り当てられ、タイムスロット 1 ～ 15 を使用しています。

• E1 回線 3 はチャネル グループ 1 にも割り当てられ、タイムスロット 16 ～ 31 を使用していま
す。

• E3 の場合、デフォルトのクロック ソース、ナショナル ビット、およびアイドル パターンが使
用されます。

• 各 E1 回線では、デフォルトのフレーミング、ナショナル ビット、およびクロック ソースが使
用されます。

• 各 E1 チャネルが IP アドレスに割り当てられています。

Cisco uBR7223 ルータ interfaces serial、続けて 
slot/port/e1-line:channel（ポート アダプ
タ スロット番号 /
インターフェイス ポート番号 /
E1 回線番号：チャネル グループ番号）

例では、ポート アダプタ スロット 1 に搭載した
ポート アダプタのインターフェイス 0 を指定し
ています。

Router(config)# interface serial 1/0/1:0
Router(config-if)#

Cisco uBR7246 ルータ interfaces serial、続けて 
slot/port/e1-line:channel（ポート アダプ
タ スロット番号 /
インターフェイス ポート番号 /
E1 回線番号：チャネル グループ番号）

例では、ポート アダプタ スロット 2 に搭載した
ポート アダプタのインターフェイス 0 を指定し
ています。

Router(config)# interface serial 2/0/1:0
Router(config-if)#

Cisco 7301 ルータ interfaces serial、続けて 
slot/port/e1-line:channel（ポート アダプ
タ スロット番号 /
インターフェイス ポート番号 /
E1 回線番号：チャネル グループ番号）

例では、ポート アダプタ スロット 1 に搭載した
ポート アダプタのインターフェイス 0 を指定し
ています。

Router(config)# interface serial 1/0/1:0
Router(config-if)#

Cisco 7304 ルータに搭載の 
Cisco 7304 PCI ポート アダプ
タ キャリア カード

interfaces serial、続けて 
slot/port/e1-line:channel（モジュール ス
ロット番号 /
インターフェイス ポート番号 /
E1 回線番号：チャネル グループ番号）

例では、Cisco 7304 ルータのモジュール スロット
3 に搭載した Cisco 7304 PCI ポート アダプタ キャ
リア カードにある、ポート アダプタのインター
フェイス 0 を指定しています。

Router(config-if)# interface serial 
3/0/1:0
Router(config-if)# 

Cisco 7000 シリーズ ルータ
または Cisco 7500 シリーズ 
ルータに搭載の VIP

interfaces serial、続けて slot/port 
adapter/port/e1-line:channel（インター
フェイス プロセッサ スロット番号 /
ポート アダプタ スロット番号 /
インターフェイス ポート番号 /
E1 回線番号：チャネル グループ番号）

例では、インターフェイス プロセッサ スロット
1 に搭載した VIP で、ポート アダプタ スロット
1 に搭載したポート アダプタのインターフェイ
ス 0 を指定しています。

Router(config)# interface serial 1/1/0/1:0
Router(config-if)#

表 4-6 サポート対象プラットフォームの E1 回線の interface serial サブコマンドの例（続き）

プラットフォーム コマンド 例
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下記の例は部分的な例です。他のインターフェイス コンフィギュレーション コマンドを E1 チャネ
ルに割り当てることができます。

詳細については、「E3 コントローラの設定」（p.4-10）および「E1 回線の設定」（p.4-11）を参照し
てください。

Router# configure terminal

Enter configuration commands, one per line. End with CNTL/Z. 
Router(config)# controller e3 4/0/0

Router(config-controller)# e1 2 channel-group 0 timeslot 1-31

Router(config-controller)# e1 3 channel-group 0 timeslot 1-15

Router(config-controller)# e1 3 channel-group 1 timeslot 16-31

...
Router(config)# interface serial 4/0/0/2:0

Router(config-if)# ip address 10.20.30.1 255.255.255.0

Router(config)# interface serial 4/0/0/3:0

Router(config-if)# ip address 10.20.40.1 255.255.255.0

Router(config)# interface serial 4/0/0/3:1

Router(config-if)# ip address 10.20.50.1 255.255.255.0

...
Router(config-if)# end

E1 回線での BERT の設定
PA-MC-E3 には Bit Error Rate Test（BERT; ビット誤り率テスタ）回路が組み込まれています。BERT
を使用して、ケーブルおよび信号に関する問題をフィールドでテストすることができます。任意の

E1 回線を、オンボード BERT 回路に接続するように設定できます。

オンボード BERT 回路で生成できるテスト パターンには、擬似ランダムおよび反復の 2 つのカテゴ
リがあります。前者のテスト パターンは、CCITT/ITU O.151 および O.153 に準拠する指数関数です。
後者のテスト パターンは、0 のみ、1 のみ、または 0 と 1 の繰り返しです。

各タイプのテスト パターンについて、次に説明します。

• 擬似乱数パターン

－ 2^11（CCITT/ITU O.151 に準拠）

－ 2^15（CCITT/ITU O.151 に準拠）

－ 2^20（CCITT/ITU O.153 に準拠）

－ 2^20 QRSS（CCITT/ITU O.151 に準拠）

－ 2^23（CCITT/ITU O.151 に準拠）

• 反復パターン

－ すべて 0（0s）

－ すべて 1（1s）

－ 0（0s）と 1（1s）を交互に繰り返し
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受信したエラー ビット総数、および受信したビット総数を利用して、解析を行うことができます。
1 分～ 24 時間の範囲でテスト期間を選択できます。また、BERT の実行中、いつでもエラー統計を
取得できます（E3 リンクに対する BERT はサポートされていません）。BERT を実行するとき、シ
ステム側が送信しているものと同じパターンを受信することが前提になります。これを確実に達成

するために、次の 2 つの一般的なオプションを使用できます。

• リンクまたはネットワークのどちらかの位置で、ループバックを使用する。

• リモート テスト機器を設定し、同じ BERT パターンを同時に送信させる。

E1 回線での BERT パターンの送信

E1 回線で BERT パターンを送信するには、次のコントローラ コマンドを使用します。

e1 e1-line-number bert pattern pattern interval time

ここで ― 

• e1-line-number には、1 ～ 16 を指定します。

• time には、1 ～ 1440（分）を指定します。

• pattern は、次のとおりです。

－ 0s ― すべて 0 の反復テスト パターン（00000...）

－ 1s ― すべて 1 の反復テスト パターン（11111...）

－ 2^11 ― 擬似乱数テスト パターン（長さ 2,048 ビット）

－ 2^15 ― 擬似乱数 O.151 テスト パターン（長さ 32,768 ビット）

－ 2^20-O153 ― 擬似乱数 O.153 テスト パターン（長さ 1,048,575 ビット）

－ 2^20-QRSS ― 擬似乱数 QRSS O.151 テスト パターン（長さ 1,048,575 ビット）

－ 2^23 ― 擬似乱数 O.151 テスト パターン（長さ 8,388,607 ビット）

－ alt-0-1 ― 0（0s）と 1（1s）が交互に繰り返されるテスト パターン（01010101...）

（注） 指定したテスト期間中に BERT を終了するには、no e1 line bert コマンドを使用します。

次の例は、2^20 の BERT 擬似ランダム パターンを E1 回線 10 を通じて、各種のサポート対象ルー
タに 5 分間送信するように BERT を設定する方法を示します。

Cisco 7200 シリーズまたは Cisco uBR7200 シリーズ ルータの場合

Router(config)# controller e3 1/0
Router(config-controller)# e1 10 bert pattern 2^20 interval 5

VIP2 の場合

Router(config)# controller e3 1/0/0
Router(config-controller)# e1 10 bert pattern 2^20 interval 5

Catalyst RSM/VIP2 の場合

Router(config)# controller e3 1/0
Router(config-controller)# e1 10 bert pattern 2^20 interval 5
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BERT 結果の表示

上記の例の BERT 結果を表示するには、次の show controllers コマンドを入力します。

Cisco 7200 シリーズまたは Cisco uBR7200 シリーズ ルータの場合

Router(config)# show controllers e3 1/0/10

VIP2 の場合

Router(config)# show controllers e3 1/0/0/10

Catalyst RSM/VIP2 の場合

Router(config)# show controllers e3 1/0/10

CRC の設定
Cyclic Redundancy Check（CRC; 巡回冗長検査）は、計算された数値を使用して転送データのエラー
を検出する、エラー チェック技法です。すべてのインターフェイスがデフォルトで 16 ビット CRC
（CRC-CITT）を使用しますが、32 ビット CRC もサポートされています。データ フレームの送信側
で、Frame Check Sequence（FCS）を計算します。送信側はこの FCS 値をメッセージに付加してか
ら、フレームを送信します。受信側では FCS を再計算し、その結果を送信側からの FCS と比較し
ます。2 つの値が異なると、受信側は転送エラーが発生したとみなし、送信側にフレームの再送信
を要求します。

表 4-7 に、CRC コマンドをまとめています。

32 ビット CRC をイネーブルにするには、crc 32 コマンドを使用します。32 ビット CRC をイネーブ
ルにする場合、先に interface serial コマンド（続けて、インターフェイス アドレス）を使用して、
設定対象のインターフェイスを選択する必要があります。このコマンドの動作は、サポートされる

全プラットフォームで共通です。

次の例では、32 ビット CRC を指定しています。

Router(config-if)# crc 32

このコマンド例は、PA-MC-E3 がサポートされるすべてのシステムに当てはまります。CRC-32 を
ディセーブルにしてデフォルトの CRC-16（CRC-CITT）設定に戻すには、no crc 32 コマンドを使用
します。

表 4-7 CRC コマンド

コマンド 機能 例

crc size 32 ビット CRC をイネーブルに
する

次の例では、シリアル インターフェイス上で
32 ビット CRC をイネーブルにしています。

Router(config)# interface serial 3/0
Router(config-if)# crc 32

no crc size デフォルトの 16 ビット CRC に
戻す

次の例では、シリアル インターフェイス上で
32 ビット CRC をディセーブルにし、デフォ
ルトの 16 ビット CRC に戻しています。

Router(config)# interface serial 3/0
Router(config-if)# no crc 32
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設定が終わったら、Ctrl-Z を押す（Ctrl キーを押しながら Z キーを押す）か、end または exit と入
力してコンフィギュレーション モードを終了し、EXEC コマンド インタープリタ プロンプトに戻
ります。次に、copy running-config startup-config コマンドを使用して、新しいコンフィギュレー
ションを NVRAM に保管します。

コマンドの詳細については、Cisco.com の『Configuration Fundamentals Configuration Guide』を参照
してください。

コンフィギュレーションの確認

新規インターフェイスを設定したあとで、show コマンドを使用して新規インターフェイスまたは
全インターフェイスのステータスを表示し、ping および loopback コマンドを使用して接続できる
かどうかを確認します。ここで説明する内容は、次のとおりです。

• show コマンドによる新規インターフェイスのステータス確認（p.4-21）

• ping コマンドによるネットワーク接続の確認（p.4-35）

• loopback コマンドの使用方法（p.4-36）

show コマンドによる新規インターフェイスのステータス確認
表 4-8 に、show コマンドを使用して、新規のインターフェイスが正しく設定され正常に動作してい
るかどうか、また、出力に PA-MC-E3 が正しく含まれているかどうかを確認する方法を示します。
そのあとで、一部の show コマンドについて出力例を紹介します。コマンドの詳細および使用例に
ついては、「関連資料」（p.ix）に記載されているマニュアルを参照してください。

（注） このマニュアルで紹介する出力例は、実際にコマンドを実行した場合に得られる出力と異なる場合

があります。このマニュアルに収録されている出力は、あくまでも例です。

表 4-8 show コマンドの使用

コマンド 機能 例

show version または
show hardware

システムのハードウェア コンフィギュレー
ション、タイプ別の搭載インターフェイス数、

Cisco IOS ソフトウェア バージョン、コンフィ
ギュレーション ファイルの名前とソース、お
よびブート イメージを表示します。

Router# show version

show controllers 現在のインターフェイス プロセッサおよび
そのインターフェイスをすべて表示します。

Router# show controllers

show controllers e3 [slot/port/e1-line] 
[brief | tabular] 

Catalyst RSM/VIP2、Cisco7200 シリーズ ルー
タ、Cisco 7200 uBR シリーズ ルータ、Cisco
7200 VXR ルータ、Cisco 7201 ルータ、
Cisco 7301 ルータ、および Cisco 7304 ルータ
に搭載した Cisco 7304 PCI ポート アダプタ
キャリア カードの E3 コントローラのステー
タスを表示します。

Router# show controllers e3 
1/0/1 brief 
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show controllers e3 [module-slot-
number/port-adapter-bay-number/
interface-port-number/e1-line] [brief |
tabular] 

Catalyst 6000 ファミリー FlexWAN モジュー
ルの E3 コントローラのステータスを表示し
ます。

Router# show controllers e3 
3/0/0/1 brief

show controllers e3 
[interface-processor-
slot-number/port-adapter-slot-number/
interface-port-number/e1-line] [brief | 
tabular] 

Cisco 7000 シリーズ ルータまたは 
Cisco 7500 シリーズ ルータに搭載した VIP の
E3 コントローラのステータスを表示します。

Router# show controllers e3 
3/1/0/1 tabular

show diag slot

（注） Catalyst 5000 ファミリー ス
イッチの場合は、slot 引数
は必要ありません。

システムに搭載されているポート アダプタ
のタイプとともに、特定のポート アダプタ ス
ロット、インターフェイス プロセッサ スロッ
ト、またはシャーシ スロットの情報を表示し
ます。

Router# show diag 2

show interfaces type 0 または 1/
interface-port-number

Catalyst RSM/VIP2 の特定のインターフェイス
タイプ（シリアルなど）について、ステータ

ス情報を表示します。

Router# show interfaces serial 
1/0

show interfaces type module-slot-
number/port-adapter-bay-number/
interface-port-number

Catalyst 6000 ファミリー FlexWAN モジュー
ルの特定のインターフェイス タイプ（シリア
ルなど）について、ステータス情報を表示し

ます。

Router# show interfaces serial 
3/0/0

show interfaces type 
port-adapter-slot-number/
interface-port-number

Cisco 7200 シリーズ ルータ、Cisco 7200 VXR
ルータ、Cisco 7201 ルータ、または Cisco 7301
ルータの特定のインターフェイス タイプ（シ
リアルなど）について、ステータス情報を表

示します。

Router# show interfaces serial 
1/0

show interfaces type 
1/interface-port-number

Cisco uBR7223 ルータの特定のインターフェ
イス タイプ（シリアルなど）について、
ステータス情報を表示します。

Router# show interfaces serial 
1/1

show interfaces type 1 または 2/
interface-port-number

Cisco uBR7246 ルータの特定のインターフェ
イス タイプ（シリアルなど）について、ス
テータス情報を表示します。

Router# show interfaces serial 
2/0

show interfaces type 
module-slot-number/
interface-port-number

Cisco 7304 ルータに搭載した Cisco 7304 PCI
ポート アダプタ キャリア カードの特定のイ
ンターフェイス タイプ（シリアルなど）につ
いて、ステータス情報を表示します。

Router# show interfaces serial 
3/0

show interfaces type 
interface-processor-
slot-number/port-adapter-slot-number/
interface-port-number

Cisco 7000 シリーズ ルータまたは Cisco 7500
シリーズ ルータに搭載した VIP の特定のイ
ンターフェイス タイプ（シリアルなど）につ
いて、ステータス情報を表示します。

Router# show interfaces serial 
3/1/0

表 4-8 show コマンドの使用（続き）

コマンド 機能 例
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アップに設定したインターフェイスがシャットダウンされている場合、またはハードウェアが正し

く動作していないというメッセージが表示された場合には、インターフェイスが正しく接続され、

終端されているかどうかを確認してください。なお、インターフェイスをアップに設定できないと

きは、製品を購入した代理店に連絡してください。ここでは、次の内容およびプラットフォーム特

有の出力例について、説明します。

• show version または show hardware コマンドの使用例（p.4-23）

• show diag コマンドの使用例（p.4-28）

• show interfaces コマンドの使用例（p.4-31）

使用システムに当てはまる項目を選択してください。show コマンドでの作業が終了したら、「ping
コマンドによるネットワーク接続の確認」（p.4-35）に進んでください。

show version または show hardware コマンドの使用例

システム ハードウェアのコンフィギュレーション、タイプ別の搭載インターフェイス数、Cisco IOS
ソフトウェア バージョン、コンフィギュレーション ファイルの名前とソース、およびブート イメー
ジを表示するには、show version（または show hardware）コマンドを使用します。

（注） このマニュアルで紹介する出力例は、実際にコマンドを実行した場合に得られる出力と異なる場合

があります。このマニュアルに収録されている出力は、あくまでも例です。

show interfaces serial 
slot/port/e1-line:channel-group

Catalyst RSM/VIP2、Cisco7200 シリーズ ルー
タ、Cisco 7200 uBR シリーズ ルータ、
Cisco 7200 VXR ルータ、Cisco 7201 ルータ、
Cisco 7301 ルータ、および Cisco 7304 ルータ
の Cisco 7304 PCI ポート アダプタ キャリア
カードの特定の E1 回線（1 ～ 16 の値）およ
びチャネル グループ（0 ～ 30 の値）のシリア
ル情報について、統計情報を表示します。

Router# show interfaces serial 
1/0/1:0

show interfaces serial module-slot-
number/port-adapter-bay-number/
interface-port-number/e1-line:channel
-group

Catalyst 6000 ファミリー FlexWAN モジュー
ルの特定の E1 回線（1 ～ 16 の値）およびチャ
ネル グループ（0 ～ 30 の値）のシリアル情報
について、統計情報を表示します。

Router# show interfaces serial 
3/0/1:0

show interfaces serial 
interface-processor-
slot-number/port-adapter-slot-number
/e1-line:channel-group

Cisco 7000 シリーズ ルータまたは 
Cisco 7500 シリーズ ルータに搭載した VIP の
特定の E1 回線（1 ～ 16 の値）およびチャネ
ル グループ（0 ～ 30 の値）のシリアル情報に
ついて、統計情報を表示します。

Router# show interfaces serial 
3/0/1:0

show protocols システム全体および特定のインターフェイス

に設定されているプロトコルを表示します。

Router# show protocols

show running-config 実行コンフィギュレーション ファイルを表
示します。

Router# show running-config

show startup-config NVRAM に保管されているコンフィギュレー
ションを表示します。

Router# show startup-config

表 4-8 show コマンドの使用（続き）

コマンド 機能 例
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次のセクションでは、show version コマンドを使用したプラットフォーム特有の出力例を示します。

• Catalyst 5000 ファミリー スイッチの Catalyst RSM/VIP2 ― show version コマンドの出力例
（p.4-24）

• Catalyst 6000 ファミリー FlexWAN モジュール ― show version コマンドの出力例（p.4-25）

• Cisco 7200 シリーズ ルータ、Cisco 7200 VXR ルータ、および Cisco uBR7200 シリーズ ルータ ―
show version コマンドの出力例（p.4-26）

• Cisco 7201 ルータ ― show version コマンドの出力例（p.4-27）

• Cisco 7000 シリーズ ルータおよび Cisco 7500 シリーズ ルータに搭載した VIP ― show version コ
マンドの出力例（p.4-28）

Catalyst 5000 ファミリー スイッチの Catalyst RSM/VIP2 ― show version コマンドの出力例

次に、PA-MC-E3 を搭載した Catalyst 5000 ファミリー スイッチでの show version コマンドの出力例
を示します。

Router# show version

Cisco Internetwork Operating System Software
IOS (tm) C5RSM Software (C5RSM-JSV-M), Version 11.2(9)P
Copyright (c) 1986-1997 by cisco Systems, Inc.
Compiled Tue 24-Jun-97 17:09 by biff
Image text-base: 0x600108E0, data-base: 0x6095E000

ROM: System Bootstrap, Version 11.2(15707)
BOOTFLASH: C5RSM Software (C5RSM-JSV-M), Version 11.2

Router uptime is 17 hours, 17 minutes
System restarted by reload
System image file is “c5rsm-jsv-mz.7P”, booted via tftp

cisco RSP2 (R4700) processor with 32768K bytes of memory.
R4700 processor, Implementation 33, Revision 1.0
Last reset from power-on
G.703/E1 software, Version 1.0.
SuperLAT software copyright 1990 by Meridian Technology Corp).
Bridging software.
X.25 software, Version 2.0, NET2, BFE and GOSIP compliant.
TN3270 Emulation software.
1 C5IP controller (15 Vlan).
2 MIP controllers (4 E1).
1 VIP2 controller (2 E1)(4 Token Ring).
6 Channelized E1/PRI ports.
123K bytes of non-volatile configuration memory.

16384K bytes of Flash PCMCIA card at slot 0 (Sector size 128K).
8192K bytes of Flash internal SIMM (Sector size 256K).
Configuration register is 0x100
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Catalyst 6000 ファミリー FlexWAN モジュール ― show version コマンドの出力例

次に、PA-MC-E3 を搭載した Catalyst 6000 ファミリー スイッチでの show version コマンドの出力例
を示します。

Router# show version

Cisco Internetwork Operating System Software 
IOS (tm) MSFC Software (C6MSFC-JSV-M), Experimental Version 12.1(20000209:134547) 
[amcrae-cosmos_e_nightly 163]
Copyright (c) 1986-2000 by cisco Systems, Inc.
Compiled Wed 09-Feb-00 07:10 by 
Image text-base: 0x60008900, data-base: 0x6140E000

ROM: System Bootstrap, Version 12.0(3)XE, RELEASE SOFTWARE 

const-uut uptime is 5 minutes
System returned to ROM by reload
System image file is "bootflash:c6msfc-jsv-mz.Feb9"

cisco Cat6k-MSFC (R5000) processor with 122880K/8192K bytes of memory.
Processor board ID SAD03457061
R5000 CPU at 200Mhz, Implementation 35, Rev 2.1, 512KB L2 Cache
Last reset from power-on
Channelized E1, Version 1.0.
Bridging software.
X.25 software, Version 3.0.0.
SuperLAT software (copyright 1990 by Meridian Technology Corp).
TN3270 Emulation software.
Primary Rate ISDN software, Version 1.1.
6 FlexWAN controllers (13 Serial)(8 E1)(8 T1)(2 HSSI)(2 ATM)(1 Channelized T3)(1 
Channelized E3)(2 POS).
1 Virtual Ethernet/IEEE 802.3  interface(s)
17 Serial network interface(s)
2 HSSI network interface(s)
2 ATM network interface(s)
2 Packet over SONET network interface(s)
1 Channelized T3 port(s)
1 Channelized E3 port(s)
123K bytes of non-volatile configuration memory.
4096K bytes of packet SRAM memory.

16384K bytes of Flash internal SIMM (Sector size 256K).
Configuration register is 0x1



第 4章      PA-MC-E3 の設定
コンフィギュレーションの確認

4-26
PA-MC-E3 Multi-Channel E3 Port Adapter インストレーション コンフィギュレーション ガイド

OL-3528-05-J

Cisco 7200 シリーズ ルータ、Cisco 7200 VXR ルータ、および Cisco uBR7200 シリーズ ルータ ― show version コマ
ンドの出力例

次に、PA-MC-E3 を搭載した Cisco 7200 シリーズ ルータでの show version コマンドの出力例を示し
ます。

Router# show version

Cisco Internetwork Operating System Software
IOS (tm) 7200 Software (C7200-J-M), Version 11.1(7)CA [biff 105]
Copyright (c) 1986-1996 by cisco Systems, Inc.
Compiled Sun 04-Aug-96 06:00 by biff
Image text-base: 0x600088A0, data-base: 0x605A4000

ROM: System Bootstrap, Version 11.1(7)CA RELEASED SOFTWARE

Router uptime is 4 hours, 22 minutes
System restarted by reload
System image file is “c7200-j-mz”, booted via slot0

cisco 7206 (NPE150) processor with 12288K/4096K bytes of memory.
R4700 processor, Implementation 33, Revision 1.0 (Level 2 Cache)
Last reset from power-on
Bridging software.
SuperLAT software (copyright 1990 by Meridian Technology Corp).
X.25 software, Version 2.0, NET2, BFE and GOSIP compliant.
TN3270 Emulation software (copyright 1994 by TGV INC).
Chassis Interface.
4 Ethernet/IEEE 802.3 interfaces.
2 FastEthernet/IEEE 802.3 interfaces.
4 Token Ring /IEEE802.5 interfaces.
12 Serial network interfaces.
1 Compression port adapter.
125K bytes of non-volatile configuration memory.
1024K bytes of packet SRAM memory.

20480K bytes of Flash PCMCIA card at slot 0 (Sector size 128K).
8192K bytes of Flash internal SIMM (Sector size 256K).
Configuration register is 0x2



第 4章      PA-MC-E3 の設定
コンフィギュレーションの確認

4-27
PA-MC-E3 Multi-Channel E3 Port Adapter インストレーション コンフィギュレーション ガイド

OL-3528-05-J

Cisco 7201 ルータ ― show version コマンドの出力例

次に、Cisco 7201 ルータでの show version コマンドの出力例を示します。

Router# show version 

Cisco IOS Software, 7200 Software (C7200P-ADVENTERPRISEK9-M), Version 
12.4(biffDEV.061001), INTERIM SOFTWARE Copyright (c) 1986-2006 by Cisco Systems, Inc.
Compiled Sun 01-Oct-06 23:42 by biff
ROM: System Bootstrap, Version 12.4(4r)XD5, RELEASE SOFTWARE (fc1)
BOOTLDR: Cisco IOS Software, 7200 Software (C7200P-KBOOT-M), Version 
12.4(TAZ3DEV.060927), INTERIM SOFTWARE
c7201alpha1 uptime is 5 days, 18 hours, 32 minutes System returned to ROM by power-on 
System image file is "disk0:c7200p-adventerprisek9-mz.2006-10-01.biffdev"
This product contains cryptographic features and is subject to United States and local 
country laws governing import, export, transfer and use. Delivery of Cisco 
cryptographic products does not imply third-party authority to import, export, 
distribute or use encryption.
Importers, exporters, distributors and users are responsible for compliance with U.S. 
and local country laws. By using this product you agree to comply with applicable laws 
and regulations. If you are unable to comply with U.S. and local laws, return this 
product immediately.
A summary of U.S. laws governing Cisco cryptographic products may be found at:
http://www.cisco.com/wwl/export/crypto/tool/stqrg.html
If you require further assistance please contact us by sending email to 
export@cisco.com.
Cisco 7201 (c7201) processor (revision A) with 917504K/65536K bytes of memory.
Processor board ID 2222222222222
MPC7448 CPU at 1666Mhz, Implementation 0, Rev 2.2
1 slot midplane, Version 2.255
Last reset from power-on
1 FastEthernet interface
4 Gigabit Ethernet interfaces
2045K bytes of NVRAM.
62443K bytes of USB Flash usbflash0 (Read/Write)
250880K bytes of ATA PCMCIA card at slot 0 (Sector size 512 bytes).
65536K bytes of Flash internal SIMM (Sector size 512K).
Configuration register is 0x2
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Cisco 7000 シリーズ ルータおよび Cisco 7500 シリーズ ルータに搭載した VIP ― show version コマンドの出力例

次に、PA-MC-E3 を搭載した Cisco 7500 シリーズ ルータでの show version コマンドの出力例を示し
ます。

Router# show version

Cisco Internetwork Operating System Software
IOS (tm) GS Software (RSP-A), Version 11.1(7)CA [biff 125]
Copyright (c) 1986-1996 by cisco Systems, Inc.
Compiled Sat 10-Aug-96 17:56 by biff
Image text-base: 0x600108A0, data-base: 0x60952000

ROM: System Bootstrap, Version 5.3(16645) [biff 571], RELEASE SOFTWARE
ROM: GS Software (RSP-BOOT-M), Version 11.1(7)CA, RELEASE SOFTWARE (fc1)

Router uptime is 5 days, 4 minutes
System restarted by reload
System image file is “rsp-jv-mz”, booted via slot0

cisco RSP2 (R4600) processor with 16384K bytes of memory.
R4600 processor, Implementation 32, Revision 2.0
Last reset from power-on
G.703/E1 software, Version 1.0.
SuperLAT software (copyright 1990 by Meridian Technology Corp).
Bridging software.
X.25 software, Version 2.0, NET2, BFE and GOSIP compliant.
TN3270 Emulation software (copyright 1994 by TGV Inc).
Chassis Interface.
1 EIP controller (6 Ethernet).
1 VIP2 controller (8 Ethernet)(1 HSSI).
14 Ethernet/IEEE 802.3 interfaces.
1 HSSI network interface.
125K bytes of non-volatile configuration memory.

8192K bytes of Flash PCMCIA card at slot 0 (Sector size 128K).
8192K bytes of Flash internal SIMM (Sector size 256K).
Configuration register is 0x0

show diag コマンドの使用例

show diag slot コマンドを使用して、システムに搭載されたポート アダプタ タイプ（およびそれぞ
れの特定の情報について）表示します。ここで、slot は、Catalyst 5000 ファミリー スイッチ、Cisco 7200
シリーズ ルータ、Cisco 7200 VXR ルータ、Cisco uBR7200 シリーズ ルータ、Cisco 7201 ルータ、
Cisco 7301 ルータ、または Cisco 7401ASR ルータの port adapter slot、Cisco 7304 ルータの Cisco 7304
PCI ポート アダプタ キャリア カードの module slot、および VIP が搭載された Cisco 7000 シリーズ
ルータまたは Cisco 7500 シリーズ ルータの interface processor slot です。FlexWAN モジュールでは、
slot を指定せずに show diag コマンドが使用されます。

（注） このマニュアルで紹介する出力例は、実際にコマンドを実行した場合に得られる出力と異なる場合

があります。このマニュアルに収録されている出力は、あくまでも例です。

（注） Catalyst 5000 ファミリー スイッチの場合は、slot 引数は必要ありません。

次のセクションでは、show diag コマンドを使用したプラットフォーム特有の出力例を示します。
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• Catalyst 5000 ファミリー スイッチの Catalyst RSM/VIP2 ― show diag コマンドの出力例（p.4-29）

• Cisco 6000 ファミリー FlexWAN モジュール ― show diag コマンドの出力例（p.4-29）

• Cisco 7200 シリーズ ルータ、Cisco 7200 VXR ルータ、および Cisco uBR7200 シリーズ ルータ ―
show diag コマンドの出力例（p.4-30）

• Cisco 7201 ルータ ― show diag コマンドの出力例（p.4-30）

• Cisco 7000 シリーズ ルータおよび Cisco 7500 シリーズ ルータに搭載した VIP ― show diag コマ
ンドの出力例（p.4-31）

Catalyst 5000 ファミリー スイッチの Catalyst RSM/VIP2 ― show diag コマンドの出力例

次に、Catalyst RSM/VIP2 に搭載した PA-MC-E3 に対する show diag コマンドの出力例を示します。

Router# show diag
Slot 0:
        Physical slot 0, ~physical slot 0xF, logical slot 0, CBus 1
        Microcode Status 0x4
        Master Enable, LED, WCS Loaded
        Board is analyzed
        Pending I/O Status: Console I/O, Debug I/O
        EEPROM format version 1
        C5IP controller, HW rev 1.0, board revision A0
        Serial number: 00000001  Part number: 00-0000-01
        Test history: 0x00        RMA number: 00-00-00
        Flags: cisco 7000 board; 7500 compatible
EEPROM contents (hex):
          0x20: 01 1C 01 00 00 00 00 01 00 00 00 01 00 00 00 00
          0x30: 50 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 78 00 00 00 00
（テキスト出力は省略）

Cisco 6000 ファミリー FlexWAN モジュール ― show diag コマンドの出力例

次に、Catalyst 6000 ファミリー FlexWAN モジュールに搭載した PA-MC-E3 に対する show diag コマ
ンドの出力例を示します。

Router# show diag

（テキスト出力は省略）

Slot 5: Logical_index 11
     Board is analyzed ipc ready FlexWAN controller

     Slot database information:
     Flags: 0x2004Insertion time: unknown

     CWAN Controller Memory Size: Unknown
     PA Bay 1 Information:
          CE3 PA, 1 port
     EEPROM format version 0
     HW rev 0.00, Board revision UNKNOWN
     Serial number: 00000000  Part number: 00-0000-00 



第 4章      PA-MC-E3 の設定
コンフィギュレーションの確認

4-30
PA-MC-E3 Multi-Channel E3 Port Adapter インストレーション コンフィギュレーション ガイド

OL-3528-05-J

Cisco 7200 シリーズ ルータ、Cisco 7200 VXR ルータ、および Cisco uBR7200 シリーズ ルータ ― show diag コマン
ドの出力例

次に、Cisco 7200 シリーズ ルータのポート アダプタ スロット 1 に搭載した PA-MC-E3 に対する
show diag コマンドの出力例を示します。

Router# show diag 1
Slot 1:
CE3 Port adapter, 1 port
Port adapter is analyzed
Port adapter insertion time 00:18:56 ago
EEPROM contents at hardware discovery:
Hardware revision 1.0           Board revision A0
Serial number     9007030       Part number    73-2410-02
Test history      0x0           RMA number     00-00-00
EEPROM format version 1
EEPROM contents (hex):
0x20:01 61 01 00 00 89 6F B6 49 09 6A 02 00 00 00 00
0x30:50 00 00 00 98 05 26 00 FF FF FF FF FF FF FF FF

Cisco 7201 ルータ ― show diag コマンドの出力例

次に、Cisco 7201 ルータでの show diag コマンドの出力例を示します。

Router# show diag 1
Slot 1:

Dual OC3 POS Port adapter, 2 ports
Port adapter is analyzed 
Port adapter insertion time 00:02:19 ago
EEPROM contents at hardware discovery:
Hardware Revision : 1.0
PCB Serial Number : JAE07520DYL
Part Number : 73-8220-02
Board Revision : A0
RMA Test History : 00
RMA Number : 0-0-0-0
RMA History : 00
Deviation Number : 0
Product (FRU) Number : PA-POS-2OC3
Top Assy. Part Number : 800-21857-02
EEPROM format version 4
EEPROM contents (hex):

0x00: 04 FF 40 03 E3 41 01 00 C1 8B 4A 41 45 30 37 35
0x10: 32 30 44 59 4C 82 49 20 1C 02 42 41 30 03 00 81
0x20: 00 00 00 00 04 00 88 00 00 00 00 CB 94 50 41 2D
0x30: 50 4F 53 2D 32 4F 43 33 20 20 20 20 20 20 20 20
0x40: 20 C0 46 03 20 00 55 61 02 FF FF FF FF FF FF FF
0x50: FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF
0x60: FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF
0x70: FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF
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Cisco 7000 シリーズ ルータおよび Cisco 7500 シリーズ ルータに搭載した VIP ― show diag コマンドの出力例

次に、インターフェイス プロセッサ スロット 1 に搭載した VIP2 のポート アダプタ スロット 0 の
PA-MC-E3 に対する show diag コマンドの出力例を示します。

Router# show diag 1
Slot 1:
Mueslix serial (RS232) port adapter, 8 ports
Port adapter is analyzed
Port adapter insertion time 2d09h ago
Hardware revision 1.4           Board revision UNKNOWN
Serial number     4294967295    Part number    255-65535-255
Test history      0xFF          RMA number     255-255-255
EEPROM format version 1
EEPROM contents (hex):
0x20:01 0F 01 04 FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF
0x30:FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF 
        Slot database information:
        Flags: 0x4      Insertion time: 0x12A0 (08:56:58 ago)
 
        Controller Memory Size: 8 MBytes
 
        PA Bay 0 Information:
                Mueslix Serial PA, 8 ports
                EEPROM format version 1
                HW rev 1.0, Board revision A0
                Serial number: 4294967295  Part number: 255-65535-255 
 
        PA Bay 1 Information:
                Fast-Serial PA, 4 ports
                EEPROM format version 1
                HW rev 1.0, Board revision A0
                Serial number: 02024473  Part number: 73-1389-05

show interfaces コマンドの使用例

show interfaces コマンドを使用して、指定したインターフェイスのステータス情報（物理スロット
およびインターフェイス アドレスを含む）を表示します。

個々のプラットフォームおよび VIP インターフェイスで使用できるインターフェイス サブコマン
ドとコンフィギュレーション オプションの詳細については、「関連資料」（p.ix）に記載されたマニュ
アルを参照してください。

（注） このマニュアルで紹介する出力例は、実際にコマンドを実行した場合に得られる出力と異なる場合

があります。このマニュアルに収録されている出力は、あくまでも例です。

次のセクションでは、show interfaces コマンドを使用したプラットフォーム特有の出力例を示しま
す。

• Catalyst 5000 ファミリー スイッチの Catalyst RSM/VIP2 ― show interfaces コマンドの出力例
（p.4-32）

• Catalyst 6000 ファミリー FlexWAN モジュール ― show interfaces コマンドの出力例（p.4-32）

• Cisco 7200 シリーズ ルータ、Cisco 7200 VXR ルータ、および Cisco uBR7200 シリーズ ルータ ―
show interfaces コマンドの出力例（p.4-33）

• Cisco 7201 ルータ ― show interfaces コマンドの出力例（p.4-34）

• Cisco 7000 シリーズ ルータまたは Cisco 7500 シリーズ ルータに搭載した VIP ― show interfaces
コマンドの出力例（p.4-34）
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Catalyst 5000 ファミリー スイッチの Catalyst RSM/VIP2 ― show interfaces コマンドの出力例

次に、Catalyst RSM/VIP2 での show interfaces serial コマンドの出力例を示します。この例では、
Catalyst RSM/VIP2 のポート アダプタ スロット 1 に搭載されたポート アダプタに、8 つのシリアル
インターフェイス（0 ～ 7）があります。各インターフェイスのステータス情報は、大部分を省略
しています（各インターフェイスは、イネーブルにしないかぎり、管理上のシャットダウン状態で

す）。

Router# show interfaces serial 1/0
Serial1/0 is up, line protocol is up

Hardware is cyBus Serial
Internet address is 10.0.0.1
MTU 1500 bytes, BW 1544 Kbit, DLY 20000 usec, rely 255/255, load 1/255

  Encapsulation HDLC, loopback not set, keepalive not set
（テキスト出力は省略）

Router# show interfaces serial 1/1
Serial1/1 is up, line protocol is up

Hardware is cyBus Serial
  Internet address is 10.0.0.1
  MTU 1500 bytes, BW 1544 Kbit, DLY 20000 usec, rely 255/255, load 1/255
  Encapsulation HDLC, loopback not set, keepalive not set
（テキスト出力は省略）

Router# show interfaces serial 1/2
Serial1/2 is up, line protocol is up

Hardware is cyBus Serial
  Internet address is 10.0.0.2
  MTU 1500 bytes, BW 1544 Kbit, DLY 20000 usec, rely 255/255, load 1/255
  Encapsulation HDLC, loopback not set, keepalive not set
（テキスト出力は省略）

Catalyst 6000 ファミリー FlexWAN モジュール ― show interfaces コマンドの出力例

次に、Catalyst 6000 ファミリー FlexWAN モジュールでの show interfaces serial コマンドの出力例を
示します。この例では、Catalyst 6000 ファミリー FlexWAN モジュールはスロット 5 に搭載され、
MC-E3 Port Adapter はベイ 1 に搭載されています。

Router(config)# show interface serial 5/1/0/1:0
Serial5/1/0/1:0 is down, line protocol is down 
  Hardware is E3
  MTU 1500 bytes, BW 1984 Kbit, DLY 20000 usec, 
     reliability 255/255, txload 1/255, rxload 1/255
  Encapsulation HDLC, crc 16, loopback not set
  Keepalive not set
  Last input never, output never, output hang never
  Last clearing of "show interface" counters never
  Queueing strategy: fifo
  Output queue 0/40, 0 drops; input queue 0/75, 0 drops
  5 minute input rate 0 bits/sec, 0 packets/sec
  5 minute output rate 0 bits/sec, 0 packets/sec
     0 packets input, 0 bytes, 0 no buffer
     Received 0 broadcasts, 0 runts, 0 giants, 0 throttles
     0 input errors, 0 CRC, 0 frame, 0 overrun, 0 ignored, 0 abort
     0 packets output, 0 bytes, 0 underruns
     0 output errors, 0 collisions, 2 interface resets
     0 output buffer failures, 0 output buffers swapped out
     0 carrier transitions alarm present
  Timeslot(s) Used:1-31, Transmitter delay is 0 flags, transmit queue length 999
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Cisco 7200 シリーズ ルータ、Cisco 7200 VXR ルータ、および Cisco uBR7200 シリーズ ルータ ― show interfaces コ
マンドの出力例

次に、Cisco 7200 シリーズ ルータでの show interfaces serial コマンドの出力例を示します。これら
の例では、ポート アダプタ スロット 1 に搭載されたポート アダプタに、8 つのシリアル インター
フェイス（0 ～ 7）があります。各インターフェイスのステータス情報は、大部分を省略していま
す（各インターフェイスは、イネーブルにしないかぎり、管理上のシャットダウン状態です）。

Router# show interfaces serial 1/0
Serial1/0 is up, line protocol is up

Hardware is M8T-RS232
Internet address is 10.0.0.0
MTU 1500 bytes, BW 1544 Kbit, DLY 20000 usec, rely 255/255, load 1/255
Encapsulation HDLC, loopback not set, keepalive set (10 sec)

（テキスト出力は省略）

Router# show interfaces serial 1/1
Serial1/1 is up, line protocol is up

Hardware is M8T-RS232
Internet address is 10.0.0.1
MTU 1500 bytes, BW 1544 Kbit, DLY 20000 usec, rely 255/255, load 1/255
Encapsulation HDLC, loopback not set, keepalive set (10 sec)

（テキスト出力は省略）

Router# show interfaces serial 1/2
Serial1/2 is up, line protocol is up

Hardware is M8T-RS232
Internet address is 10.0.0.2
MTU 1500 bytes, BW 1544 Kbit, DLY 20000 usec, rely 255/255, load 1/255
Encapsulation HDLC, loopback not set, keepalive set (10 sec)

（テキスト出力は省略）

次の show interfaces serial コマンド出力例には、ポート アダプタ スロット 1 に搭載した PA-MC-E3
のインターフェイス ポート 0 に関するあらゆる情報が示されています。

Router# show interfaces serial 1/0
Serial1/0 is up, line protocol is up
  Hardware is M8T-RS232
  MTU 1500 bytes, BW 1544 Kbit, DLY 20000 usec, rely 255/255, load 1/255
  Encapsulation HDLC, loopback not set, keepalive set (10 sec)
  Last input never, output 1d17h, output hang never
  Last clearing of “show interface” counters never
  Output queue 0/40, 0 drops; input queue 0/75, 0 drops
  5 minute input rate 0 bits/sec, 0 packets/sec
  5 minute output rate 0 bits/sec, 0 packets/sec
     0 packets input, 0 bytes, 0 no buffer
     Received 0 broadcasts, 0 runts, 0 giants
     0 input errors, 0 CRC, 0 frame, 0 overrun, 0 ignored, 0 abort
     24 packets output, 5137 bytes, 0 underruns
     0 output errors, 0 collisions, 0 interface resets
     0 output buffer failures, 0 output buffers swapped out
     0 carrier transitions     DCD=down  DSR=down  DTR=down  RTS=down  CTS=down
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Cisco 7201 ルータ ― show interfaces コマンドの出力例

次に、Cisco 7201 ルータでの show interfaces コマンドの出力例を示します。

Router# show interfaces
GigabitEthernet0/0 is up, line protocol is up
  Hardware is MV64460 Internal MAC, address is 0019.56c5.2adb (bia
0019.56c5.2adb)
  Internet address is 209.165.200.225 
  MTU 1500 bytes, BW 1000000 Kbit, DLY 10 usec, 
     reliability 255/255, txload 1/255, rxload 45/255
  Encapsulation ARPA, loopback not set
  Keepalive set (10 sec)
  Full-duplex, 1000Mb/s, media type is RJ45
  output flow-control is XON, input flow-control is XON
  ARP type: ARPA, ARP Timeout 04:00:00
  Last input 00:07:03, output 00:00:07, output hang never
  Last clearing of "show interface" counters 00:00:04
  Input queue: 0/75/0/0 (size/max/drops/flushes); Total output drops: 0
  Queueing strategy: fifo
  Output queue: 0/40 (size/max)
  5 minute input rate 180240000 bits/sec, 430965 packets/sec
  5 minute output rate 0 bits/sec, 0 packets/sec
     2222975 packets input, 133378500 bytes, 0 no buffer
     Received 0 broadcasts, 0 runts, 0 giants, 0 throttles
     0 input errors, 0 CRC, 0 frame, 0 overrun, 0 ignored
     0 watchdog, 0 multicast, 0 pause input
     0 input packets with dribble condition detected
     0 packets output, 0 bytes, 0 underruns
     0 output errors, 0 collisions, 0 interface resets
     0 babbles, 0 late collision, 0 deferred
     0 lost carrier, 0 no carrier, 0 pause output
     0 output buffer failures, 0 output buffers swapped out 

Cisco 7000 シリーズ ルータまたは Cisco 7500 シリーズ ルータに搭載した VIP ― show interfaces コマンドの出力例

次に、VIP での show interfaces serial コマンドの出力例を示します。これらの例では、インターフェ
イス プロセッサ スロット 3 に搭載した VIP のポート アダプタ スロット 1 のポート アダプタに、8
つのシリアル インターフェイス（0 ～ 7）があります。各インターフェイスのステータス情報は、
大部分を省略しています（各インターフェイスは、イネーブルにしないかぎり、管理上のシャット

ダウン状態です）。

Router# show interfaces serial 3/1/0
Serial3/1/0 is up, line protocol is up

Hardware is cyBus Serial
  Internet address is 10.0.0.0
  MTU 1500 bytes, BW 1544 Kbit, DLY 20000 usec, rely 255/255, load 1/255
  Encapsulation HDLC, loopback not set, keepalive not set
（テキスト出力は省略）

Router# show interfaces serial 3/1/1
Serial3/1/1 is up, line protocol is up

Hardware is cyBus Serial
  Internet address is 10.0.0.1
  MTU 1500 bytes, BW 1544 Kbit, DLY 20000 usec, rely 255/255, load 1/255
  Encapsulation HDLC, loopback not set, keepalive not set
（テキスト出力は省略）

Router# show interfaces serial 3/1/2
Serial3/1/2 is up, line protocol is up

Hardware is cyBus Serial
  Internet address is 10.0.0.2
  MTU 1500 bytes, BW 1544 Kbit, DLY 20000 usec, rely 255/255, load 1/255
  Encapsulation HDLC, loopback not set, keepalive not set
（テキスト出力は省略）
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次の show interfaces serial コマンド出力例には、インターフェイス プロセッサ スロット 3 に搭載し
た VIP で、ポート アダプタ スロット 1 のポート アダプタのインターフェイス 0 に関するあらゆる
情報が示されています。

Router# show interfaces serial 3/1/0
Serial3/1/0 is up, line protocol is up 
  Hardware is cyBus Serial
  Internet address is 10.0.0.0
  MTU 1500 bytes, BW 1544 Kbit, DLY 20000 usec, rely 255/255, load 1/255
  Encapsulation HDLC, loopback not set, keepalive not set
  Last input 2d18h, output 00:00:54, output hang never
  Last clearing of “show interface” counters never
  Input queue: 0/75/0 (size/max/drops); Total output drops: 0
  Queueing strategy: weighted fair
  Output queue: 0/64/0 (size/threshold/drops) 
     Conversations  0/1 (active/max active)
     Reserved Conversations 0/0 (allocated/max allocated)
  5 minute input rate 0 bits/sec, 0 packets/sec
  5 minute output rate 0 bits/sec, 0 packets/sec
     16 packets input, 1620 bytes, 0 no buffer
     Received 0 broadcasts, 0 runts, 0 giants
     0 input errors, 0 CRC, 0 frame, 0 overrun, 1 ignored, 0 abort
     3995 packets output, 1147800 bytes, 0 underruns
     0 output errors, 0 collisions, 0 interface resets
     0 output buffer failures, 0 output buffers swapped out
     1 carrier transitions
     RTS up, CTS up, DTR up, DCD up, DSR up

次の「ping コマンドによるネットワーク接続の確認」に進み、PA-MC-E3 およびスイッチまたは
ルータがネットワークに接続できるかどうかを確認してください。

ping コマンドによるネットワーク接続の確認
ping コマンドを使用して、インターフェイス ポートが正常に動作しているかどうかを確認できま
す。ここでは、ping コマンドの概要を説明します。コマンドの詳細および使用例については、「関
連資料」（p.ix）に記載されているマニュアルを参照してください。

ping コマンドは、指定した宛先 IP アドレスのリモート デバイスに対してエコー要求パケットを送
信します。エコー要求の送信後、システムは指定された時間だけ、リモート デバイスからの応答を
待機します。エコー応答は、コンソール端末に感嘆符（!）で表示されます。タイムアウトまでに戻
されなかった各要求は、ピリオド（.）で表示されます。連続する感嘆符（!!!!!）は正常な接続状態
を示します。連続するピリオド（.....）、[timed out]、または [failed] メッセージが表示された場合は、
接続に失敗したことを意味します。

次に、アドレス 10.0.0.10 のリモート サーバに対して ping コマンドを実行し、正常に接続した例を
示します。

Router# ping 10.0.0.10 <Return>
Type escape sequence to abort.
Sending 5, 100-byte ICMP Echoes to 10.0.0.10, timeout is 2 seconds:
!!!!!
Success rate is 100 percent (5/5), round-trip min/avg/max = 1/15/64 ms
Router#

接続に失敗した場合は、宛先の IP アドレスが正しいこと、およびデバイスがアクティブである（電
源がオンになっている）ことを確認し、再度 ping コマンドを実行してください。

次の「loopback コマンドの使用方法」に進み、ネットワーク接続の確認を終了してください。
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loopback コマンドの使用方法
物理インターフェイス レベルでの E3 シリアル ポート アダプタのトラブルシューティングには、
loopback {dte | local | network {line | payload} コマンドを使用します。このコマンドは、E3 インター
フェイスからの全パケットをインターフェイスにループバックするか、ネットワークからの全パ

ケットをネットワークに戻します。

ループを取り除く場合は、コマンドの no 形式を使用します。

次の loopback {dte | local | network {line | payload} コマンドの例は、Cisco 7500 シリーズ ルータの
シャーシ スロット 10 の VIP2 のポート アダプタ スロット 0 に搭載されている、1 ポート E3 シリア
ル ポート アダプタのシングル インターフェイス（インターフェイス 0）をループバック モードに
設定します。

loopback dte コマンドは、インターフェイスをループバック Data Terminal Equipment（DTE; データ
端末装置）モードに置きます。Line Interface Unit（LIU）のあとに、ルータ出力データをルータに
ループバックします。

Router# configure terminal
Enter configuration commands, one per line. End with CNTL/Z.
router(config)# interface serial 10/0/0
router(config-if)# loopback dte

loopback local コマンドはインターフェイスをローカル ループバック モードに置きます。ルータ出
力データをフレーマーにおいてルータにループバックします。

Router# configure terminal
Enter configuration commands, one per line. End with CNTL/Z.
router(config)# interface serial 10/0/0
router(config-if)# loopback local

loopback network line コマンドはインターフェイスをネットワーク回線ループバック モードに置き
ます。フレーマーの前にデータをネットワークにループバックします。

Router# configure terminal
Enter configuration commands, one per line. End with CNTL/Z.
router(config)# interface serial 10/0/0
router(config-if)# loopback network line

lookback network payload コマンドはインターフェイスをネットワーク ペイロード ループバック
モードに置きます。E3 フレーマーにおいてペイロード データだけをネットワークにループバック
します。

Router# configure terminal
Enter configuration commands, one per line. End with CNTL/Z.
router(config)# interface serial 10/0/0
router(config-if)# loopback network payload

物理インターフェイス レベルでループバック コマンドを使用するほか、loopback local コマンドを
使用して、E3 コントローラとセントラル スイッチング オフィス間のケーブルの問題を E3 リンク
レベルで診断したり、ポート アダプタとセントラル スイッチング オフィス間のケーブルの問題を
E1 回線レベルで診断したりできます。

E3 ローカル ループバックは同時にすべてのチャネルをルータにループして、E3 リンクをネット
ワークにループバックします。

E1 ローカル ループバックはローカルおよび回線（リモート）ループバック モードの両方を同時に
設定して、データをルータにループします。E1 リモート回線ループバックは、E1 回線をリモート
エンドにループします。このループバック モードを BERT で使用することもできます。
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E3 または E1 回線のループバックを設定するには、グローバル コンフィギュレーション モードを
開始して、次の手順を実行します。

ステップ 1 E3 コントローラを選択して、コントローラ コンフィギュレーション モードを開始します。

Router(config)# controller E3 0/0 (Catalyst RSM/VIP2)
Router(config)# controller E3 3/0/0 (Catalyst 6000 family FlexWAN module)
Router(config)# controller E3 1/0 (Cisco 7200 series router)
Router(config)# controller E3 1/0 (Cisco uBR7200 series router)
Router(config)# controller E3 1/0 (Cisco 7201, Cisco 7301)
Router(config)# controller E3 3/0 (Cisco 7304 PCI Port Adapter Carrier Card in a Cisco 
7304 router)
Router(config)# controller E3 1/0/0 (Cisco 7000 and 7500 series routers with VIP)

ステップ 2 E3 コントローラにローカル ループバックを設定します。

Router(config-controller)# loopback local

ステップ 3 E1 回線にローカル ループバックを設定します。

Router(config-controller)# e1 line loopback local
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